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ごあいさつ
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このたびは、事業報告書をご覧いただき、心より御礼申し上げます。

地方市域では、人口減少や超高齢化が進む中、自助、互助、共助、公助の仕組みが脆弱化し、地域全

体の課題解決力が問われています。3市では、小学校区や旧町域を基盤とした地域自治組織が立ち上

がり、地域課題に取り組み一定の成果を挙げている一方で、行政や地域自治組織だけでは社会的困

難者の実態把握や対応に限界があるのが現状です。また、地域には社会的困難者を応援する意欲ある

団体が存在しますが、人的・資金的な基盤が脆弱であり、さらなる応援が求められています。

こうした課題を解決するため、「複雑化・複合化した社会課題はローカルアクションでしか解決できな

い。」を合言葉に、東近江三方よし基金、うんなんコミュニティ財団、南砺幸せ未来基金の3つのコミュ

ニティ財団が連携しました。それぞれが持つ地域資源を活かし、多様な主体が協働して地域課題の解

決に取り組むとともに、市民自らが応援する仕組みを構築することで、「未来資本」を創出する取り組み

を進めています。本事業は、これらの取り組みを全国に広げていく挑戦でもあります。

本報告書では、「休眠預金活用事業・2021年度通常枠・草の根活動応援事業・全国ブロック」の資金

分配団体として、私たちが取り組んだ活動や成果、目標達成の状況をまとめています。

本事業では、「社会的孤立の原因は個人ではなく社会にある」という認識のもと、異なる強みを持つ団

体や個人が連携し、地域全体で孤立した人々をつなげる取り組みを応援してきました。2021年11月か

ら2025年3月までの間、12の実行団体が社会的困難者（日常生活で生きづらさを抱える方々）とつな

がり、つながり続け、地域とつなぐための総合的な活動を展開しました。この成果は、皆様の温かい応

援とご協力なくしては成し得なかったものです。

また、この場をお借りして、助成先である一般財団法人日本民間公益活動連携機構（JANPIA）様に深

く感謝申し上げます。JANPIA様の応援により、私たちの挑戦は実現し、大きな成果を得ることができ

ました。

今後も、地域内外の皆様と連携を深めながら、誰もが安心して暮らせる「全世代型地域共生社会」（高

齢者、障害者・児、引きこもり、生活困窮、子育てなどの応援を含む）の実現を目指してまいります。引き

続き、皆様の応援とご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2025年3月

コンソーシアムHUN プログラムオフィサー 一同
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休眠預金活用事業　草の根活動支援事業

　事業目的

　地域に根差して従来から事業を展開しているＮＰＯや各種団体を念頭に、休眠預金を活用し、さらな

る活動の拡大及び成果の向上を図り、当該活動の持続可能性の向上につなげていくことを目的にした

事業です。

　休眠預金の活用

　「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」（休眠預金等活用法）

に基づき、2009年1月1日以降の取引から10年以上、その後の取引のない預金等（休眠預金等）を社

会課題の解決や民間公益活動の促進のために活用する制度が2019年度から始まりました。

休眠預金の活用の流れは下図のとおりです。

出典：JANPIAホームページ
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　休眠預金を活用して優先的に解決すべき社会課題

　休眠預金等活用法に掲げられた3つの公益に資する活動に基づいて、以下の8つの項目を「優先的に

解決すべき社会課題」とし、優先的に取り組みます。資金分配団体の「包括的な支援プログラム」に沿っ

て実行団体が活動することで、その解決を目指します。 

子ども及び若者の支援に係る活動

（1）経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援

（2）日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援

（3）社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

日常生活または社会生活を営む上での

困難を有する者の支援に関する活動

（4）働くことが困難な人への支援

（5）孤独・孤立や社会的差別の解消に向けた支援

（6）女性の経済的自立への支援

地域社会における活力の低下その他の社会的に

困難な状況に直面している地域の支援に関する活動

（7）地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援

（8）安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援



　０04　HUN

資金分配団体

　本事業では、「複雑化・複合化した社会課題はローカルアクションでしか解決できない。」を合言葉に

集った市域を対象エリアとする3つのコミュニティ財団（東近江三方よし基金、うんなんコミュニティ財

団、南砺幸せ未来基金）がコンソーシアムを組み、休眠預金活用草の根活動支援事業（全国枠）の資金

分配団体にチャレンジしました。

　これら3つのコミュニティ財団は以下の3つの共通点を持っています。

• 人口減少や少子高齢化が著しく進行しているローカルシティであること。

• 小規模多機能自治組織の取り組みが活発であること。

• コミュニティ財団と連携する民間公益活動を応援する中間支援組織があること。

　コンソーシアムの構成

東近江市 雲南市 南砺市

島根県雲南市

公益財団法人

うんなんコミュニティ財団

幹事団体

富山県南砺市

公益財団法人

南砺幸せ未来基金

Unnan

Nanto

滋賀県東近江市

公益財団法人

東近江三方よし基金

Higashiomi

HUN



　各コミュニティ財団と市域の概要は下表のとおりです。

HUN　０05

東近江市

南砺市

雲南市

東近江市

南砺市

雲南市

　各コミュニティ財団と市域の概要

HP⇒

HP⇒

HP⇒

■公益財団法人東近江三方よし基金

一般財団法人設立年月 2017年6月

公益財団法人化年月 2018年7月

住　所 滋賀県東近江市八日市本町９−１９

URL https://3poyoshi.com/

面　積 388．37平方キロメートル

人　口 112,251人（2023.6.1）

世帯数 46,771世帯（2023.6.1）

高齢化率 27.25%（2023.6.1）

■公益財団法人うんなんコミュニティ財団

一般財団法人設立年月 2020年4月

公益財団法人化年月 2020年10月

住　所 島根県雲南市木次町木次36 三日市ラボ

URL https://www.unnan-cf.org/

面　積 553.18平方キロメートル

人　口 35,403人（2023.5.31）

世帯数 13,609世帯（2023.5.31）

高齢化率 40.49％（2023.5.31）

■公益財団法人南砺幸せ未来基金

一般財団法人設立年月 2019年2月

公益財団法人化年月 2019年12月

住　所
富山県南砺市山見1739番地2​ ​​

井波コミュニティプラザ「アスモ」2F

URL https://www.nantokikin.org/

面　積 668.64平方キロメートル

人　口 47,290人（2023.5.31）

世帯数 17,509世帯（2023.5.31）

高齢化率 39.44％（2023.5.31）

市

概

要

市

概

要

団

体

概

要

市

概

要

団

体

概

要

団

体

概

要
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2021-2024年度「社会的困難者を支えるローカルアクション」事業

　事業概要

　「社会的困難者を支えるローカルアクション」事業は、地域における生きづらさを抱える社会的困

難者を支援する取り組みです。この事業では、スタートアップやステップアップを目指す団体を発掘

し、その活動を支援します。具体的には、1) 社会的困難者とつながるための多様なアクセス環境の

整備、2) 社会的困難者とつながり続けるための多様なサポート体制の構築、3) 社会的困難者と地

域をつなげるための協働の仕組みづくり、の3つの柱に基づいて活動が展開されます。これにより、

地域における複雑化した社会課題を解決するために、人と人、人と地域などをつなぎ、社会関係資

本の拡張を目指します。最終的には、住民自治組織を基盤に、世代や分野を超えた協働により、誰も

が支え合う全世代型地域共生社会の実現を目指します。また、この取り組みを通じて、市域レベルで

の知の構造化も図り、持続可能な地域づくりを推進します。

 事業の経過

2021年 11月 HUN事業開始（8日）

実行団体公募開始（29日）

2022年 01月 実行団体公募締め切り（31日）

02月 実行団体選考会

04月 実行団体事業開始

2024年 11月 HUN中間評価報告

2025年 02月 実行団体事業終了（28日）

03月 HUN事業報告会（24日）

HUN事業終了(31日）

04月 HUN事後評価、完了報告、精算報告
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　事業概要図

活動内容
そのために
必要な活動の

結果

活動によって
目指す状態

目指す
地域像

社会的課題

主語：対象グループ
地域

主語：実行団体

事業完了時 事業完了時 事業期間地方市域の現状 中長期（5～10年後程度）

主語：実行団体

早期に社会的困
難者とつながれ
る地域になって
きている。

つながった人数
　　：12団体×5～50人程度

地域のつながり図

つながるための
取組。

つながるための
体制（アウトリー
チ体制）が構築さ
れはじめている。

つながるための体制
　　：12実行団体の体制図

つながり続けている人数
　　：12団体×5～50人程度

地域のつながり図

つながった社会
的困難者とつな
がり続けられる
地域になりはじ
めている。

つながり続ける
ための取組。

つながり続ける
ための体制（サポ
ート体制）が構築
されはじめてい
る。

１２団体×１以上のサポート数
つながり続けるための体制：

12実行団体の体制図

社会的困難者が
地域とつながり
はじめている。

地域につなげる
ための取組。

地域につなげる
ための体制（つな
がりの場）が構築
されはじめてい
る。

１２団体×１以上のつながりの場の数
地域につなげるための体制
：12実行団体の体制図

地域につながった人数
　　：12団体×5～50人程度

地域のつながり図

実行団体の組織
基盤の強化や事
業の持続可能性
が高まっている。

実行団体に必要
な支援項目のリ
ストアップとそれ
に沿った支援。

実行団体の組織基
盤の強化や事業の
持続可能性が高め
る非資金的支援が
できている。

主語：実行団体 主語：資金分配団体主語：資金分配団体

実行団体が目指
す社会的困難者
を支える地域の
総働体制ができ
始めている。

実行団体に必要
な連携団体のリ
ストアップとそれ
に沿った連携支
援。

実行団体と連携
団体をつなげて
いる。

非資金的支援
：12実行団体の

具体例

組織基盤の強化や事業の持
続可能性が高まった具体例

：12団体

事業で新たにつながった連携団体
：12実行団体の事例

地域騒動図：12団体

様々なライフ
ステージの社
会的困難者(希
望を失った人
を含む）をはじ
め、誰もが安
心して暮らせ
る持続可能な
全世代型地域
共生社会の実
現。

人口減少、超高齢
化により地方の市
域では「自助」「互
助」「共助」「公助」
が脆弱化してい
る。

孤立者を支える
若者が、地域に閉
塞感をいだき、希
望を失って地域か
ら流出。

相談窓口は設置
されたが、様々な
理由で相談にた
どり着けていな
い。

行政や地域自治
組織だけでは社
会的困難者の実
態を把握できて
いない。

公的支援は縦割
りのため、複合的
な課題を抱える社
会的困難者の支
援は不十分であ
る。

資
金
支
援

非
資
金
支
援

対象グループ
様々なライフステー
ジの社会的困難者：
日常の暮らしの中
で生きづらさ感じ
る人たち
（孤立する産前産後
の女性・子育て世
代、移動困難者、障
がい害を持つ方、
難病のある人、フレ
イルの懸念のある」
高齢者、コミュニケ
ーション・生活等に
困っている外国人、
地域に希望を失っ
ている人　など）　
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実行団体

　実行団体一覧

　本事業では12の実行団体を選定して、伴走支援を行いました。各実行団体の団体名、事業名、対象

とする社会的困難者は下表のとおりです。

市

名
番号 実行団体名 事業名

対象とする

社会的困難者

採択時

助成額（円）

1 特定非営利活動法人喜里

役割と支え合いのある場

難病応援センター開設プロ

ジェクト

指定難病者（特定疾患）とその家族

／指定難病ではない難病者とその

家族／慢性疾患者とその家族

21,000,000

2 お産&子育てを支える会
産み方・生き方を支える活

動を広めよう！
産前産後の女性と家族／助産師 10,450,000

3 一般社団法人ぐるり
子どもを軸に多様な価値観

と出会う公共空間
子育て中の母と子 18,600,000

4
特定非営利活動法人まちづくり

ネット東近江

多様な人や文化、想いがつ

ながるまちづくり
在住、在勤外国人 8,505,000

5 東近江FCレジリエンス

障がいを抱える子ども達が

安心してスポーツを楽しめ

る社会に

様々な障がいを抱えるチームの子

ども達とその家族／チームスタッフ
4,295,000

6 躍動と安らぎの里づくり鍋山
高齢者の移動支援：走れ「よ

りそい号」
６５歳以上(特に免許のない人) 7,980,000

7 一般社団法人umi
学生が希望を持てるまちの

キャリアセンター

自身のキャリアに不安を抱え、

地域社会で学び実践したい大学生
5,474,400

8 あそびばキッチン実行委員会
生活不活発病を防ぐ食の見

守りネットワーク

雲南市・奥出雲町のフレイルが懸念

される高齢者（重点地区：温泉地区

と三新塔地区）

12,782,500

9 株式会社CNC

地域全体で子どもを育て、

子どもが育つ中で大人も交

流する「地域まるごと子育

て縁」

近隣に血縁・地縁が乏しいために子

育てのサポートを得にくい、15歳以

下の子どもがいる家族世帯／近隣

に血縁・地縁はあるが、何らかの理

由で子育てのサポートを得にくい、

15歳以下の子どもがいる家族世帯

15,725,600

10 農事組合法人大鋸屋営農組合

中山間地の地域コミュニ

ティーを維持し、誰もが安心

して暮らせる地域共生社会

を目指す

農作業が困難となり後継者のいな

い高齢者／農業に従事を目指す若

者人材

14,802,400

11 特定非営利活動法人よってカフェ

生きづらさを抱える人も幸

せになれる地域の居場所づ

くり

発達障がい・グレーゾーンも含む子

ども、その保護者
20,532,000

12 一般社団法人福野アソシエイツ
福野まちなかリノベーション

事業

子育て中のシングルマザー・シング

ルファザー
13,618,800

東

近

江

市

雲

南

市

南

砺

市



　実行団体の成果報告と本事業のアウトプット、アウトカムの関係

　各実行団体の成果報告の項目と本事業のアウトプット、アウトカムの関係は、下表のとおりです。
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頁数 記載内容 アウトプット、アウトカムの関係

1頁目

実行団体名

事業名

助成額

対象とする社会的困難者

事業概要

活動写真

ー

体制とサポート・地域とのつながりの

場の数

【資金的支援アウトプット】

・社会的困難者とつながる、つながり続ける、地域につな

げる体制図

・つながり続けるためのサポート数と地域につながえるた

めのつなぐ場の数

総働体制図

【非資金的支援アウトプット】

・本事業でつながった連携団体

【非資金的支援アウトカム】

・社会的困難者を支える地域の総働体制図

3頁目
社会的困難者を支える地域のつながり

図とつながった人数

【資金的支援アウトカム】

・社会的困難者とつながり、つながり続けられる、地域に

つなげる地域になっている。（実行団体と連携団体による

社会的困難者を支える地域のつながり図）

・つながり、つながり続ける、地域につなげた社会的困難

者の人数

成功した要因 ー

現時点の課題 ー

波及的・副次的効果 ー

アウトカムを産出するために有効で

あった資源
ー

主な非資金的支援の内容
【非資金的支援アウトプット】

・実行団体に行った主な非資金支援の具体例

非資金的支援による実行団体の変化
【非資金的支援アウトカム】

・組織基盤の強化や事業の持続可能性が高まった具体例

2頁目

4頁目



実行団体 01 特定非営利活動法人喜里： 東近江市

役割と支え合いのある場　難病応援センター開設プロジェクト

 対象とする社会的困難者：指定難病者（特定疾患）とその家族、指定難病ではない難病者とその家族

　　                                慢性疾患者とその家族

　０10　HUN

HP⇒

 助成額21,000千円

　「難病応援センター開設プロジェクト」は、難病患者が地域社会で孤立せず、安心して暮らし、働ける場

所を提供することを目的としたプロジェクトです。ひとりぼっちの難病者をつくらないことを目指し、患者の

ひとつひとつの思いやねがいを紡ぎ、難病者が安心して心豊かに暮らせるようにします。難病を患うことで

生じる生活の困難や社会的な孤立感を解消するために、地域とのつながりを重視し、患者が「できること」

や「やりたいこと」を見出す場を提供します。センターは、物理的・精神的なバリアを取り除いた環境を整

え、患者が社会に貢献しながら生活できるよう応援します。また、難病者が受けられる公的サービスが限

られている現状を踏まえ、地域住民と協力し、日常生活の困りごとを解決する仕組みを構築します。この

プロジェクトは、難病者が「役割」を持ち、地域社会の一員として生きがいを感じられる場を作ることを目

指しています。さらに、センターはカフェスペースや多目的室も備え、地域の人々が気軽に立ち寄り、交流

を深める場所としての役割も果たします。

1．難病応援センター        2.マルシェ　

3．難病サロンちあふる        4.チャリティライブごきげんさん

5．どっぐかふぇ「笑顔のまんま」        6.活動報告会

2

3 4

1 ２

3 ４

5 6



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：５、地域とつながる場：５

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図
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カフェ（週１回）

（うたごえカフェ、わんにゃん相談カフェ、コミカフェGOO、アルボッチョ出張カフェ）

チャリチィイベント（月１回程度）（マルシェ、ライブ）

保健師、市役所、支援者、

計画相談支援専門員、

患者会、滋賀県難病相談

支援センターなど

相談（ピアサポート）
（来所、家庭訪問、電話・WEB）

難病応援応援センター喜里

～ユニバーサルデザインの施設を2023年３月にオープン～

紹介

難病サロンちあふる（月１回）

ワークスペース喜福（就労継続

支援B型、生活介護）

講演、研修会

五箇荘交流イベント

（お披露目会、桜祭り、マルシェ）
グループLINE

活動報告会

難病応援センター

喜里

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

五個荘地区まちづくり協議会

（五箇荘コミュニティセンター）

五個荘地区

社会福祉協議会
五個荘地区

民生委員児童員協議会

（第２層協議体）

ほっとハート

五個荘

五個荘

住民福祉会議

（生活支援

ボランティア）

でんびん倶楽部

（医療・福祉・介護関係者の情報交換）

東近江市福祉部

支援センター

（計画相談など）

（太陽、ふらっと、市社協、

はんどくさん、はなみずき）

東近江市教育委員会

（人権講座等）

東近江圏域

働き・暮らし

応援センター

東近江市

社会福祉協議会

東近江保健所

（保健師）

ハローワーク

東近江

わたむきの里福祉会

（福祉制度の活用について助言）

滋賀県

障害福祉課

健康寿命推進課 滋賀県難病連絡協議会

滋賀県

難病相談支援センター
滋賀県内の

各保険所

（保健師）

稀少難病の会おおみ

五個荘
東近江市

東近江圏域

滋賀県

コミカフェGOO！

（まち協有志）
五個荘地区

人権まちづくり協議会

滋賀県看護協会

甲賀市

地域共生社会推進課

社会福祉協議会

ハローワーク大津

（難病就労

サポーター）

東近江市議会

滋賀県議会

難病対策議員連盟

まちづくりネット

東近江市

歌声サークル

がもう組

難病の人たちを応援する

Team利他

愛東コミュニティ

センター



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数
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01 相談
（訪問など
相談、

ピアサポート）

難病応援センター喜里

02　居場所
（難病サロン
ちあふる）

03　交流
（カフェ・

イベントなど）

04　働く
ワークスース喜福

（福祉作業所B
型、生活支援）

05　暮らしの
サポート

（地域資源と連
携し必要な情報
提供など）

指定難病者（特定疾患）と
その家族

指定難病ではない難病者
とその家族

慢性疾患者とその家族

役割と支え合いのある場

支援センター
働き・暮らし
応援センター

滋賀県
障害福祉課

健康長寿命推進課

サポート

工賃

情報発信
SNS・HP

事業所

五個荘地域住民

　（まち協、社協、民生
委員、福祉の会など）

0６　事務局
（企画運営

情報発信など）

患者会

成果品

連携

連携

県
難病連絡協議会
難病相談センター

働く

東近江市
福祉部

社会福祉協議会
連携

生活支援サポーター

東近江
その他滋賀県内
保健所（保健師）

連携

応援団（本人・家族、地域住民、連携機関など）

難病等で
生きづらを抱える
本人と家族

地域住民、
連携機関本人・家族

情報発信
（研修・後援
報告会など）

つながった対象者数：

つながった人　60人、

つながり続けている人　

35人＋その家族

交流ボランティア

(Team利他、歌声サー

クルがもう組、

コミカフェGOOなど）



■成功した要因

• 地域の中に支え合う関係性の醸成：地域全体を巻き込む場所づくりを重視し、幅広い人々が気軽に
関わることができる場を作り、「敷居が低い」安心感を醸成しました。

• 難病者にとって「ここに行けば安心」という拠点づくり：スタッフの継続的な関わりと相談しやすい環
境づくりにより、病気や生活全般の悩みに応じる幅広いサポートを提供しました。

• 家族同士がつながり合い、家族間でピアサポートが成立する。その関係性が介護者のよりどころに
なる：家族同士の交流を促進し、温かい人間関係を重視した場を作ることで、家族間での支え合い
が介護者の安心感につながりました。

• 応援団の構築と地域住民との交流の促進：一人ひとりへの訪問と説明で応援団を構築し、多様なイ
ベントや講座を通じて地域住民との交流を深め、支援の輪を広げました。

■主な非資金的支援の内容

• 障害福祉に経験のある人材のサポート：福祉制度の利用改善を進めるため、障害福祉の経験を持
つ人材が具体的なアドバイスを提供しました。また、県行政や地域の福祉事業への働きかけを通じ
て、地域全体での支援体制の拡充を図りました。さらに、福祉分野の人材育成に向けた指導が行わ
れ、地域内での支援の質と持続可能性が向上しました。

• 寄付のサポート：物価高騰による施設整備の資金不足に対し、寄付集めを支援しました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 福祉制度の活用促進：福祉制度の利用が円滑になり、地域行政や福祉事業者との連携が強化され
ました。

• 人材育成の進展：福祉に携わる人材が成長し、事業継続と拡大の基盤が整いました。
• 難病応援センターの開設の認知アップ：寄付集めを通して、難病応援センターの開設を知ってもら

いました。

■波及的・副次的効果

• 地域のつながりと交流の深化：地域住民の交流拡大や総合相談窓口としての機能強化に加え、甲
賀市での居場所づくりイベントを通じてつながりが深化しました。

• 家族間の支え合いと負担軽減：家族間のピアサポートが広がり、介護者の負担軽減や新たな支援方
法の共有が進展しました。

• 多様な地域課題への柔軟な対応：難病者支援を超え、在宅医療ケアの勉強会など多様な地域課題
への対応が進みました。

• 住民主体の活動と地域活性化：住民の主体的な活動や寄付の協力により、地域の絆と活性化が進
展しました。

• 寄付と支援による運営強化：応援団からの物品寄付や寄付活動を通じ、運営体制がさらに強化され
ました。
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■現時点の課題

• 活動の継続性と拠点の維持（予算の確保）：活動を継続し拠点を維持するための安定した予算確保
が課題です。相談や集いの場などの資金の行政支援や自主財源の確保が求められています。

• 人材の不足：相談対応や医療活動を担う人材が不足し、既存スタッフに過度な負担がかかっていま
す。専門人材の確保や地域内の人的資源活用が課題です。

■アウトカムを産出するために有効であった資源
【資金】

• 拠点整備の実現: 難病応援センターの整備に必要な資金が確保され、事業運営の基盤が築かれま
した。

• 資金不足の克服: 物価高騰による施設整備の資金不足に対し、多くの関係者が協力して寄付を集
めることで問題を乗り越えました。この取り組みを通じて、地域の協働意識が向上しました。

【人】

• 応援団の形成: 応援団とのつながりづくりが進み、地域内外からの多様な人材が参加しました。これ
により、支援活動の幅が広がり、継続性が強化されました。

• 物品寄付の支援: 応援団から提供された看板、椅子、机、柵などの物品が事業活動を補完し、セン
ターの運営体制がより強化されました。



実行団体 02 お産&子育てを支える会： 東近江市

産み方・生き方を支える活動を広めよう！

 対象とする社会的困難者：産前産後の女性と家族／助産師

　０14　HUN

HP⇒

 助成額１0,450千円

「お産＆子育てを支える会」は、妊娠、出産、産後ケア、子育て支援、地域における母子保健の向上を目指

しています。 特に、行政サービスに繋がらず孤立し、不安を思いながら母親やその家族に寄り添い、安心

して出産・育児ができる環境づくりを進めています。そのため、滋賀県初の民設民営バースセンターを設

立し、妊娠から出産、子育てまで継続的なサポートを提供しています。

本事業では、次の課題を柱に活動を展開しました。まずは、地域で産前の母親を支援する基盤を強化する

ために、開業助産師の育成を進めました。不足者が課題となる中、新たな助産師の育成支援体制を充実

させていただきました。また、産後早期に必要なケアを受けられる仕組みを整えるために、医療機関と地域

助産師の連携システムの構築に取り組みました。これにより、目に見えない支援を提供し、母親が安心し

て育児に携われる環境を整えました。さらに、地域住民が助産師や助産所の存在や役割を十分に認識で

きていない現状を改善するために、助産所の認知向上を図りました。場であることを広め、必要な時に支

援を受けられるよう活動を展開しました。さらに、産前産後の母親が抱える課題を地域で共有し、行政、医

療機関、助産師が協力して解決する仕組みづくりにも注力しました。安心して生活できる地域づくりを目

指しました。これらにより、自然なお産を希望する女性が安心して出産できるよう、支援体制を整えなが

ら、地域における母子保健の基盤強化に貢献しました。

上段:お産子の家、中段・下段：教室・イベントチラシ



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：８、地域とつながる場：２

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０１5

Instaｇram・ホームページでの情報発信

産

前

産

後

の

女

性

と

家

族

教室・イベント
（太郎坊に登る会、お産子マミーハウス、ベビーマッサージ、鍼灸の日、しあわせお産相談会、

セルフ整体トレーニング、オーガズミックバース上映会、お産塾など）

地域イベント

（図書館での写真展

・マルシェなど）

助産所の開放

子育て支援センターなど

でのチラシ配布

助

産

師

妊娠・出産・子育てを継続してサ

ポート

お産（分娩）

産後ケア事業

助産所のイベント

見学制度

研修制度

登録制度

医療機関との連携

■総働体制図
保険センター

（保健師）

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

職能団体

助産師の社会的地位を守る活動

加入が助産所活動の賠償保険適用の条件

行政

（高島市、栗東市、豊郷町以外の

滋賀県内の市町）

子育て支援センター

さぼてんの花

リトルベビー

整体講師山内

鍼灸師阿瀬

滋賀県

助産師会

東近江総合医療センター

滋賀医科大学医学部附属病院

Birth For the Future アット 

労働者協同組合 

ワーカーズコープ・

センター事業団

チラシの

設置

対象者の

紹介

自然なお産の啓発

お産&子育て

を支える会

小さな赤ちゃんの会

死産・流産を

サポート

産後ケア事業
嘱託医療連携の

契約の締結

セルフ整体

トレーニング

鍼灸の日

法人化の検討



0２　お産
（分娩）

■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０１６　HUN

お産&子育てを支える会
共同助産所お産子の家

01　妊娠・
出産・子育てを
継続して
サポート

03　産後ケア
事業

04　イベント
教室

05　助産師
研修・登録制度

東近江
総合医療
センター

滋賀医科大学
医学部附属病院

情報発信
Insta
HP

保険センター
（保健師）

0６　事務局
（企画・運営、
情報発信など）

連携 行政

応援団（本人・家族、連携機関など）

産前産後の女性と
家族

連携機関本人・家族

つながった対象者数：

2023年度分娩者数：

15人

2024年度分娩予定者

12月まで　12人

産後ケア164人

インスタフォローアー

1,７７２人
連携

助産師会連携

助産師

つながった対象者数：

つながった人:10人

つながり続けている人

9人

さぼてんの花
整体・針灸師

など

連携

連携

子育て
支援センター

連携



■成功した要因

• 助産師・助産所の認知向上活動：地域住民に助産師や助産所の役割を広く知ってもらうための周知
活動を積極的に実施しました。これにより、助産所が妊婦健診、出産、産後ケアなどを担う場である
ことの認識が広まり、地域での利用促進につながりました。

• 行政の産後ケア事業との連携：行政が実施する産後ケア事業と連携し、必要な母親が適切な支援を
受けられるようサポートしました。助産所や助産師が行政事業と連携することで、地域全体の支援体
制が強化され、母親が孤立せず安心して育児に取り組む環境を整えることができました。

■主な非資金的支援の内容

• 法人化に向けた支援：労働者協同組合「ワーカーズコープ・センター事業団」を紹介し、法人化に向
けた具体的な支援を提供しました。

• 保険適用に関する情報提供：法律改正に伴い、助産院での出産が保険適用となる仕組みについて
情報を収集し、適切なタイミングで提供しました。

• 行政や他団体との連携支援：行政機関や他団体との連携を促進し、相互協力を支えるための支援
を行いました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 法人化の検討：非資金的支援により、団体内での運営体制の強化や法的基盤の確立が、活動の持
続可能性や信頼性を高めるために必要不可欠であるとの認識が深まりました。その結果、法人化に
向けた具体的な検討が進められ、活動基盤の安定化と長期的な展望を見据えた準備が整いつつあ
ります。

• 事業の拡大：ネットワークの拡充や情報発信力の向上を目的とした支援を受けたことで、地域におけ
る「お産」や「子育て」支援に対するニーズが顕在化し、サービス提供の幅が広がりました。この結
果、既存事業の強化に加えて新たな取り組みが可能となり、地域社会への貢献度がさらに高まって
います。

■波及的・副次的効果

• 産後ケア事業の開始に伴う認知度と利用者の増加：公的な産後ケア事業の導入と広報活動の強化
により、地域での産後ケアサービスの認知度が向上し、結果として利用者数が増加しました。この取
り組みにより、産後の母親が地域で安心してケアを受けられる環境が整備されつつあります。

• 助産所と地域との連携強化：地域イベントの開催、無料相談・見学の実施、情報発信、地域の保健
師や病院との連携、地域団体との協力などの取り組みにより、助産所と地域との連携が強化されま
した。特に、地域の保健師との連携により、産前から産後まで切れ目のない支援が提供されるように
なり、住民からの評価が高まっています。

HUN　０17

■現時点の課題

• 助産所での出産が保険適用されるかどうか不透明：法律の改定により、今後、助産所での出産が健
康保険の適用対象となるかどうかが明確ではありません。

• 開業を希望する助産師が減少：リスクのある妊婦が増えてきたこともあり、開業を希望する助産師の
数が減少しています。

• 助産師が経済的に自立するのが難しい：助産所の運営や個人での助産活動による収益が十分でな
いため、助産師が経済的に自立するのが難しい現状があります。活動を続けるための大きな壁とな
っています。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資機材】

• 共同助産所お産子の家　
【情報】

• Instagramを活用した情報発信



実行団体 03 一般社団法人ぐるり： 東近江市

子どもを軸に多様な価値観と出会う公共空間

 対象とする社会的困難者：子育て中の母と子

　０1８　HUN

HP⇒

 助成額１8,600千円

一般社団法人ぐるりは、地域子育て支援拠点事業「つどいの広場」（市委託事業）を中心に、子連れで参

加できるワークショップや、オンラインとオフラインを活用した「女性の居場所づくり事業」、訪問型の家事

支援など、堅実な子育て支援事業を展開しています。

本事業では、東近江市内の子育て中の家族を対象に、地域コミュニティの活性化と育児負担の軽減、多

様な価値観との出会いを促進する取り組みです。核家族化や共働き世帯の増加により、家事や育児を家

庭内で抱え込みがちな現状を改善することを目的として実施しました。

駅前の大型商業施設内に、「子どもを軸に多様な価値観と出会うコミュニティスペース」を整備しました。

この空間には、コミュニティカフェ、子育て世代向けのつどいの広場、イベントスペースなどを設置し、日常

生活の延長で気軽に訪れ、交流できる場を提供しました。ここでは、子どもを遊ばせながら他の人と自然

にコミュニケーションを取ることを可能としました。

これらの取り組みを通じ、子育て中の母親や子どもたちが孤立から解放され、世代を超えた交流や助け合

いが日常的に生まれる場を創出し、地域全体の価値観の更新が図られました。最終的には、親子や地域

住民が多様な価値観を学び合い、支え合う「あたらしい普通」を共に育む地域づくりが推進されました。

上段

1.スタッフ

2．コミュニティカフェ

中段

3.つどいの広場

4.三三五々

下段

イベントチラシ

2

3

1

3 ４

5



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：6、地域とつながる場：3

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図

HUN　０１９

ETWAS NEUES(エトヴァス・ノイエス)　　※ドイツ語で「何か新しいもの」

～駅前商業施設内に「子どもを軸に多様な価値観と出会うコミュニティスペース」を2022年１0月にオープン～

SNS（Instaｇram）による情報発信（日常の様子、イベント等の告知など）

お店の前を通る親子がいたら、

スタッフが優しく声をかけ

地域子育て支援拠点「つどいの広場」

コミュニティカフェ

子連れで参加できるイベント
（Onakama、おとうさん会議、

慣らしコーヒー、こどもイベントなど）

子連れ、子連れ以外で参加できる

交流イベント

（Osanpo地域を知る、けん玉部、

こたつとみかん、えとばす酒場など）

Instagramを使った

ライブ配信

訪問型の家事支援

※つどいの広場、コミュニティカフェ
・日誌、写真、LINEでの情報共有によりスタッフ間で利用者の情報を共有しています。
・何気ない会話の中から悩みごとや問題的を発見して、スタッフで共有、サポートしています。
・スタッフの声かけでお母さん同士をつないでいます。
・コミュニティカフェでのお客さまとの何気ない交流を促しています。

東近江圏域

働き・暮らし応援センター

滋賀県

社会福祉協議会

 三三五々

（東近江子ども

サポーターズ

ネットワーク）

東近江市

子育て支援課

ぐるり

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

地域子育て支援拠点事業

「つどいの広場ぐるり」

の支援

オンラインと

オフラインを連動した

「女性の居場所づくり」の支援 応援の助言

株式会社平和堂

ETWAS NEUES

の貸主

メンバー: がもう夢工房、

八日市おかえり食堂、ぐるり、

東近江市社会福祉協議会、

FCレジリエンス、サマーの会、

学校・幼稚園の先生、親など

子どもサポートに関する

ネットワーク構築と協力



0２
コミュニティ
カフェ

■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０２０　HUN

ETWAS NEUES

01　親子の
集いの場

03　交流
（イベント・
研修など）

04　困りごと
相談

05
訪問型
家事支援

子育て支援（ぐるり）
子どもを軸に多様な価値観と出会うコミュニティづくり

～子育て世代と他の世代の交流～

三三五々の
メンバー
働き・暮らし
応援センター

家事
サポート

情報発信
Instaｇram

多様な世代の

お客さん・参加者

0６　事務局
（企画・運営、
情報発信など）

連携
東近江

子育て支援課

応援団（本人・家族、地域住民、連携機関など）

子育て中の
母子

地域住民、
連携機関本人・家族

つながった対象者数：

つながった人

つながり続けている人

オープンから2年3カ月で

＜つどいの広場＞

延べ9,701人

＜カフェ＞

述べ9,264人

※他の子育て支援センタ

ーは知り合いでの参加が

多いが、ここはお一人様

が多いのが特徴

インスタフォロワー

1,700人

地域子育て支援拠点事業 
(東近江市より事業委託)

離乳食から本格的な食事、ビールまで
多様な世代に向けたカフェ

連携
相談への
対応等

株式会社
平和堂

連携



■成功した要因

• 空間のデザインと利用の柔軟性：親子が自然に分離しつつ安心して過ごせる設計と、赤ちゃんの泣き
声を受け入れる温かな雰囲気が利用者の安心感を高めました。

• スタッフの対応とコミュニケーション：スタッフがマニュアルに頼らず柔軟に対応し、利用者の満足度
を向上させました。利用者と対等な立場で向き合うことで、安心して利用できる環境を作りました。

• 多様な価値観を受け入れる運営理念：自由な利用スタイルを認めることで、利用者が自分らしく過ご
す空間を提供しました。柔軟な運営方針が地域コミュニティの新しいモデルとなりました。

• インスタグラムとストーリーによる情報発信：日常やイベントの様子をインスタグラムで発信し、利用
者とのつながりを強化しました。

■主な非資金的支援の内容

• 継続的な支援とフィードバックの提供：定期的にフィードバックを提供し、実行団体は自分たちの強
みや改善点を把握して、効果的に運営できるようになりました。

• プロジェクトの目的や目標の明確化：目的や目標を明確にし、実行団体が一貫したビジョンで活動
できるよう支援しました。

• 成果の評価と改善提案：成果を評価し、改善点や新たな戦略を提案することで、実行団体は自己改
善を進めることができました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 実行団体の組織基盤が強化され、事業の継続性が向上し、より多くの社会的困難者に対して効果
的な支援が実現できました。

■波及的・副次的効果

• 地域住民の新たな関係性の形成：子どもを通じた交流だけでなく、大人同士の助け合いや新たなコ
ミュニティが自然に形成されました。

• 多世代交流の促進：高齢者や若者がカフェを訪れ、世代間の交流が準備されました。これにより、地
域全体で多世代理解が進みました。

• 利用者層の拡大：地域内の子育て中の親子以外にも、SNSや口コミで、地域外からの利用者も増
加しました。

• 地域内外の認知度向上：地域の象徴的なスポットとして注目され、近隣住民や他の地域からの視察
が増え、他の子育て支援施設のモデルケースとして紹介される機会が増加しました。

HUN　０21

■現時点の課題

• 利用者の増加によるサービス提供の負担：利用者増加に伴い、カフェの提供速度が追いつかない状
況が課題となっております。特にピーク時にはスタッフの負担が増大し、サービスの質が低下する可
能性が指摘されています。

• カフェと広場の境界の解消：飲食持ち込みや行動ルールに関する基準が統一されておらず、利用者
が混乱する場面が起きています。

• スタッフ間の運営方針の統一：スタッフの対応が個々の裁量に依存しており、新しいスタッフや非常
に勤勉なスタッフがルールを理解するまでに時間がかかる点が課題です。

• 「新しい普通」の普及啓発：不安を軸にした多様な価値観を共有するコンセプトは一定の成功を収め
ていますが、地域全体への普及には至っていません。現在の利用者層が特定の層に偏っている点も
課題として挙げられています。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資金】

• 質の高い公共空間（ETWAS NEUES）の整備が実現したこと
【人】

• スタッフ、ボランティアスタッフ
【情報】

• Instagramを活用した情報発信



実行団体 04 特定非営利活動法人まちづくりネット東近江： 東近江市

多様な人や文化、想いがつながるまちづくり

 対象とする社会的困難者：在住、在勤外国人

　０２２　HUN

HP⇒

 助成額8,505千円

まちづくりネット東近江は、「誰もがまちの創り人（つくりて）となる社会を目指して」というビジョンのもと、

市民活動団体や地域の住民に寄り添いながら地域社会の健全な発展に寄与しています。同法人は、「思

いをカタチにしたい人達のあゆみに寄り添う」をミッションに掲げ、多様なセクターとの協働を通じて市民

活動団体の成長を支援する中間支援団体として活動しています。

本事業「多様な人や文化、想いがつながるまちづくり」では、外国人の子どもたちが抱える進学や学習モチ

ベーションの低下といった課題に対して、小学校での学習支援体制を整備しました。ボランティアを育成

し、学校とボランティアをつなぐ仕組みを構築することで、子どもたちがより良い学びの環境を得られるよ

う取り組みました。また、地域社会におけるコミュニケーション不足を解消するため、Google翻訳を活用

した外国人のための支援体制を導入し、日常生活や地域活動における円滑な交流を促進しました。

さらに、日本人と外国人の子どもたちが相互理解を深めるための交流の場を提供し、持続可能なつながり

の形成に力を入れました。フェスやサロンの開催を通じて、在住外国人と地域住民が直接つながる機会を

創出するとともに、情報発信のインフルエンサーを発掘し、より効果的な情報伝達の仕組みを整えました。

異文化交流の場多様性子どもを尊重する地域風土を醸成し、地域住民と在住外国人が互いに支え合う

社会の形成を目指しました。同法人は、多様な人々が安心して暮らし、共に未来を築く地域づくりを推進

しています。

1.多文化フェス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.多文化サロン

3．やさしい日本語講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.学習支援

2

4
4

1

3

４
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つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：７、地域とつながる場：７

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図

HUN　０２３

多文化サロン（全世代：ボードゲーム、子ども向け：お菓子づくりなど）

小学校からの学習支援

の要請

学習支援のボランティアの育成、小学校への派遣

やさしい日本語講座→小学校への見学会→ボランティア派遣調整

※三方よし研究会
滋賀県東近江圏の地域医療を考えるために2007年発足した。医師や看護師、理学療法士、行政、消防隊員らが事例や課題
を報告し、職種や立場を超えて車座で意見交換を行っています。

東近江市

社会福祉協議会

東近江市

国際交流協会

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

サッカー等の交流

小学校

（五個荘、八日市北、八日市西など）

多文化フェス（World Tour in東近江　インターナショナルフェスティバルなど）　

実行委員会方式で企画・運営、外国人出店者20人

三方よし研究会※で活動報告
依頼のあった団体にGoogle翻訳機能の活用方法の学習会を開催

（外国人のコミュニケーション促進）

ラチーノ学園、サンタナ学園等

の外国人学校
サッカーなどを通じた日本のこどもたちとの交流

子ども食堂（蒲生地区第2層協議体「わいがや支え合い蒲生」、ひがえど食堂、おかえり食堂）

東近江市国際交流協会

学習支援

ボランティア

東近江市

学校教育課

東近江市

生涯学習課

ラチーノ学園

びわこ学園大学

外国国籍　飲食店

サンタナ学園

わいがや支え合い蒲生ひがえど食堂、おかえり食堂 日本語教師（土肥さん）

三方よし研究会　参加団体

学習支援

サンバ

情報発信、

サロン、フェス

やさしい日本語講座

Google翻訳活用講座
子ども食堂

まちづくりネット

東近江

生活困窮者

への支援

コミュニティ

スクール



0２コミュニ
ケーション
の促進

■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０２4　HUN

まちづくりネット東近江

04　多文化
共生

05　情報発信

多様な人や文化、想いがつながるまちづくり

ボランティア

情報

情報

日本語教師

0６　事務局
（企画・運営
など）

連携

小学校
学校教育課など

応援団（本人、地域住民、連携機関など）

在住、在勤外国人

地域住民、
連携機関本人

つながった対象者数：

つながった人

つながり続けている人

八日市北小、五個荘小

八日市西小、、湖東第一小

への学習支援

インフルエンサー15名

フェス来場者200人

ボランティア育成
小学校への派遣

優しい日本語の普及
Gooｇle翻訳の活用など

連携

東近江市
国際交流協会

連携

フェス、サロンなど

サッカーなど

インフルエンサーなど

外国国籍　
飲食店

連携

連携

ラチーノ学園
サンタナ学園

サッカー
イベント
など
交流

学習支援
ボランティア

03　交流

01　学習支援



■成功した要因

• 既存のつながりを活用：地域団体や外国人住民支援ネットワークとの信頼関係を活かし、効率的か
つ効果的に活動を展開しました。

• 柔軟な対応と新たな機会の活用：学校からの要請や日本語講座の提供など、新たなニーズに迅速に
対応し、計画を適宜見直して、対象者のニーズに柔軟に対応しました。

• 地域住民の意識向上：交流イベントやこども食堂を通じて、外国人住民と地域住民が自然に交流す
る場を設け、相互理解を深めました。

• 新たなステークホルダーとの連携：学校や行政との新たな協力関係を築き、多文化共生の取り組み
をより強固にしました。

• 多文化共生への適応力：多文化共生を地域活動の一環として位置づけ、住民と外国人住民が共に
参加できる場を創出しました。

• コミュニティを活用した包括的なアプローチ：ボランティアや多様な人材を巻き込み、活動の持続可
能性を高めました。

■主な非資金的支援の内容

• 定期的な相談・ヒアリング：月に一度の面談より、活動内容や進捗状況を確認し、具体的なフィード
バックを提供しました。これにより、実行団体が課題を整理し、活動の方向性をより明確にすること
ができました。

• 行政との連携支援：　実行団体と行政の間で効果的な連携が図れるよう支援を行いました。行政に
対して事業の趣旨や重要性を説明し、協働の場を設定することで、活動をスムーズに進める体制を
構築しました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 団体内での課題整理が進み、活動の目標や方向性がより明確になりました。これにより、計画的か
つ効果的な活動が可能となりました。

■波及的・副次的効果

• 小学校での学習支援の実施：計画外だった小学生向け学習支援を開始できました。

• ボランティア活動の拡大：学習支援のボランティア活動が活性化しました。

• 地域の教育機関との連携強化：教育委員会や学校との連携が広がり、「地域コーディネーター」の役
割が期待されるようになりました。

• 政策形成への影響：東近江市の委員に選出され、事業成果が市の政策に反映されるようになりまし
た。

HUN　０25

■現時点の課題

• 多文化共生意識の浸透不足：外国人住民と接点の少ない住民が多く、多文化共生の意識が地域全
体に広がりにくい状況です。また、「やさしい日本語」や交流イベントの効果が一部の参加者に限定さ
れ、地域全体への波及が課題となっています。

• 持続可能な資金確保の課題：活動資金が補助金や一時的な助成金に依存しているため、事業終了
後の安定した資金確保が困難です。さらに、地域内での資金調達の仕組みが整備されておらず、活
動の継続性に不安が残ります。

• 外国人住民の自立支援の不足：一部の外国人住民において、日本語能力や生活スキルの向上が十
分ではなく、地域での就労や社会参加の場も限られているため、さらなる自立を促す支援が必要で
す。

• 地域連携体制の強化の必要性：教育機関、行政、地域団体などの連携が進む一方で、情報共有や
役割分担が明確でない場面があり、新規参加者や新たな関係者を巻き込む取り組みが不足してい
ます。そのため、地域全体での連携体制のさらなる強化が求められます。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【人】

• ボランティア

• 地域のネットワーク



実行団体 05 東近江FCレジリエンス： 東近江市

障がいを抱える子ども達が安心してスポーツを楽しめる社会に

 対象とする社会的困難者：様々な障がいを抱える子ども達とその家族

　０26　HUN

HP⇒

 助成額4,295千円

「東近江FCレジリエンス」は、障がいを抱えた子どもたちが安心してスポーツを楽しみ、地域社会とのつな

がりを築ける場を提供することを目的に活動しています。

心身の健康や自己肯定感を育むためのスポーツ環境が不足しています。 特に、運動能力が発達する年

齢層に対応した場が限られており、また、多くの課題を抱えた子どもが地域のスポーツ少年団に参加して

も、指導者や保護者の理解不足により疎外感を感じ、途中で退会するケースが多いことも課題です。学

校、デイサービス、家庭でのコミュニケーションが中心となり、地域との接点が欠けている状況が見られま

す。

これらの課題に対応するため、スタッフへの応援や人材育成チーム運営の安定化を図り、より多くの子ど

もたちを受け入れる体制を整備しました。また、キャンプや日帰り旅行などの新しい体験を提供しさらに、

広報活動や交流大会の開催、幼児スポーツへの理解と関心を広げる取り組みも実施しました。地域のス

ポーツ指導者向けに講習会を開催し、障がい児への理解促進とスキルの向上にも力を入れました。

本事業は、地域社会における新たなつながりや多世代交流を促進し、「誰もがスポーツを楽しめる社会」の

実現を目指しました。また、チームのビジョンである「もう一つの家族であり続けること」 と、ミッションであ

る「東近江FCレジリエンスが必要ない社会を目指す」という目標に向かって、地域とともに歩み続けてい

ます。

1.インクフェスタ

2.3.通常練習

4.5.講演会チラシ

6.合宿チラシ

2

3

6

1

2 ４

5

5



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：5、地域とつながる場：5

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０27

ホームページやSNSからの情報発信

チラシの配布、口コミ

通常練習（週１回）　

多様な専門家による勉強会

合宿（年１回）　

交流会

保護者会（3カ月の１回）

こ

ど

も

保

護

者

体験会

関

係

者
市内外の

スポーツ指導者への講演

市内外の
障がい者スポーツ団体

との交流

パートナー企業（宮川バネ、井田自動車など）

FC滋賀

卒業生の受け皿

■総働体制図

ジェイス

JFC

（日本サッカー協会）

ＦＣ滋賀

東近江市立

愛東北小学校

パートナー企業

宮川バネ、井田自動車

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

練習場所の提供

学生が活動に参加、研究

びわこ学園大学

働き・暮らしの応援

スポーツ系 障がい福祉系

滋賀県

サッカー協会

滋賀県・東近江市

スポーツ少年団

東近江市スポーツ課

カンファレンスでの講演

グラスルーツ推進賛同パートナー

障がい児の受け入れ体制に関する

指導者向け講座の共同実施

研修大会での講演

スポーツ推進委員

会議参加

知的障がい者のサッカークラブ

卒業生の受け入れ

東近江圏域

働き・暮らし応援センター

就労支援など

滋賀県

社会就労事業振興センター

マルトリートメントの

理解と対応
三木崇弘（児童精神科医）
チームアドバイザー

東近江

FCレジエンス

JFFID

(日本知的障がい者サッカー連盟）
指導員のライセンスの発行、交流試合



0２　交流
（イベントなど）

■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０２8　HUN

東近江FCレジリエンス

01
スポーツ教室

04　勉強会

05　普及・啓発
（講演など）

誰もがスポーツを楽しめる社会

情報発信
Insta

JFFIDなど

0６　事務局
（企画・運営、
情報発信など）

場所の
提供

東近江市立
愛東北小学校

応援団（本人・家族、地域住民、連携機関など）

様々な障がいを抱
える子ども達
とその家族

地域住民、
連携機関本人・家族

つながった対象者数：

つながった人

つながり続けている人

20家族、

兄弟を合わすと40人

体験
週１回の定期練習
年１回の合宿

連携

講師

企業パートナー

３カ月１回程度

サッカー協会
スポーツ少年団

など
講演

チーム
アドバイザー
働き暮らし応援
センターなど
専門家

連携
相談への
対応等

03　保護者会

専門家

ボランティア
学生・家族など
地域住民



■成功した要因

• スタッフやボランティアの協力：27名の登録メンバーが柔軟に活動に参加し、特にキャンプでは多く
のボランティアが事業を支えました。

• 女性スタッフの貢献：柔軟な対応力とコミュニケーション能力で子どもと保護者との関係を構築しま
した。

• 地域・外部との連携強化：市のスポーツ推進委員就任を契機に地域団体との協力が広がり、福祉や
教育機関、大学との連携で専門的な支援体制を構築しました。

• 柔軟な活動内容：サッカーだけでなく自由な運動時間を設け、参加者の多様なニーズに対応しまし
た。保護者やスタッフの孤立を防ぐ相談会も実施しました。

• スタッフのサポート：傾聴を重視したスタッフと休眠預金助成金を活用した安定運営により、信頼関
係と継続性を確保しました。

• メディア発信で認知度を向上：メディア発信で認知度を向上させ、全国的なクラブとの連携を実現し
ました。

■主な非資金的支援の内容

• 考え方の整理：組織運営や活動方針についての考え方を明確にし、次のステップへの道筋を示しま
した。

• 行政への繋ぎ：地域行政との関係構築をサポートし、協力体制を強化しました。
• 組織のビジョンやミッションの策定：組織の理念や活動目的を明文化し、活動の継続性と将来の持

続可能性を高める支援を行いました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 非資金的支援を通じて、組織全体でビジョンを明確に共有し、活動の方向性が一貫するようになり
ました。これにより、メンバー間の連携が強化されるとともに、行動計画の策定と実行力が向上し、課
題に対する迅速かつ効果的な対応が可能となりました。

■波及的・副次的効果

• 保護者のつながりの形成：保護者同士で課題解決の視点を共有し、不安を語り合える安心の場が
生まれました。

• 全国的なネットワーク形成：他地域の団体と共催で大会を実施し、サッカー協会のカンファレンスに
参加するなど活動が広がりました。

• 新たなサテライト団体の設立：野洲市に東近江FCレジリエンスのサテライト団体が設立され、地域外
への展開が行われました。

• 地域イベントへの参加：「いんくるフェス東近江」の主催団体として招かれるなど、地域のスポーツ振
興に貢献しています。

HUN　０29

■現時点の課題

• 子ども同士のトラブル対応：チーム内での対立やコミュニケーション困難が発生しやすく、保護者の
約50%がこれを不安候補として挙げています。

• 障がい児を受け入れるスポーツ環境の不足：一般クラブでの現状受け入れ体制や指導者の理解が
慎重で、参加を断念する例が多いです。

• 親の孤立：保護者同士の交流が少なく、悩みを共有する場が不足しています。

• 施設の確保：運営の基盤となる活動場所の確保が課題です。

• 社会的認知の不足：障がい児スポーツの重要性が地域では十分に認識されていません。

• 人手・資金不足と専門スタッフの確保：事業拡大に伴い、現状専門知識を持つスタッフと資金が不足
しています。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資金】
• ホームページ、チラシ：活動内容や募集情報を発信する重要なツールとして活用。地域内外からの

関心を呼んで役割を果たしました。
【人】
• ボランティアの活用：必要に応じて活動に参加するボランティアの協力を得て、運営を支え、活動の

幅を広げることに成功しました。



実行団体 06 躍動と安らぎの里づくり鍋山： 雲南市

高齢者の移動支援：走れ「よりそい号」

 対象とする社会的困難者：６５歳以上(特に免許のない人)

　０30　HUN

HP⇒

 助成額7,980千円

「躍動と安らぎの里づくり鍋山」は、島根県雲南市三刀屋町鍋山地区の９つの集落で活動する地域自主組

織です。「無理をしない」をモットーに、地域福祉を中心とした活動を展開し、高齢者見守りや地域住民と

の交流サロンの開催など、住民同士のつながりを大切に取り組んでいます。

この地域では高齢化が進行し、特に免許を持たない高齢者が日常生活や社会活動において移動手段の

不足により外出が困難になっていることが大きな課題です。この課題を解決するため、本事業は、特に免

許を持たない65歳以上の高齢者を対象に、美容院や郵便局、地域の交流サロンへの送迎など、地域住民

がもっと安心して暮らし躍動的な活動ができるように、移動を支援するものです。

事業開始以来、利用者は年々増加しており、地域の高齢者が社会や日常生活に積極的に参加できる環境

づくりによって、暮らしの楽しみが増えたり、心身の健康に良い変化があり、地域で重要な役割を果たして

います。

1．2．よりそい号

3． 　よりそい号チラシ

4.　   利用者様からのお声2

3

31

4



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート：4、地域とのつながりの場：3

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０31

特に免許のない６５歳以上

の方への周知

（チラシの配布、

新聞折り込み、

戸別訪問、

サロン活動での説明会、

試乗会、

深谷温泉とのコラボ

レーションイベント等）

躍動と安らぎの里づくり鍋山

「よりそい号」による移動支援

定期的な利用者との

コミュニケーション

スタンプカード制度

（1回300円で利用でき、

10回利用すると1回無料）

運転手の講習

美容院、郵便局などの

地域の事業者

友人宅、サロンなどの

集いの場

交流

■総働体制図

雲南市公共交通協議会

特に免許のない

６５歳以上

地域住民

移動先

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

「よりそい号」

の利用

地域自主組織の活動、

移動支援での連携など

事業者との調整、

安全指導

雲南市役所、

三刀屋総合センター

（地域振興課、

 公共交通課など）

雲南市社会福祉協議会

地域の

サロン活動など

で協力

美容院、郵便局などの

地域の事業者

移動先友人宅、サロン

交流センター

各自治会など

多数の集いの場

「よりそい号」について知り、利用申込者が増える

家族
「よりそい号」

の紹介「よりそい号」

の紹介

戸別訪問

チラシを置か

せてもらう

地区サロンの訪問、

「よりそい号」

の紹介など（メンバー内で

「よりそい号」の紹介）

躍動と安らぎの里づくり

鍋山



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０32　HUN

01 周知
（チラシ配布、
説明会など）

躍動と安らぎの里づくり鍋山
高齢者の移動支援

02　よりそい
号の運行）

03　運行体制
の整理と
安全管理

（運転手の育成等）

04　モニタリン
グと改善（利用者
とのコミュニケー

ション）

05　運営基盤
の強化

地域自主組織

0６　行政や他
機関との連携

三刀屋
総合センター
（地域振興課、

交通課など）

応援団（家族、地域の事業者・住民、連携機関など）

特に免許のない
６５歳以上
地域住民

地域の事業者・住民、
連携機関本人

つながり、

つながり続けている

登録利用者：71名

年間の延べ利用者数

R4：208名

R5：461名

R6：503名（12月末時点）

地域の集いの場
（友人宅、

サロンなど）

雲南市公共
交通協議会

地域の事業者
（美容院、

郵便局など）

有償運送
（講習受講先）



■成功した要因
• よく知っている関係を話し合った活動: すでにあった地域内での顔の見える関係やもう一度知っ

ている関係をさらに前進することで、事業への参加や協力が得られることができ、暫定的な運営を
実現しました。

• 利用者との密なコミュニケーション:福祉活動と併せた広報活動（戸別訪問やサロン地区訪問な
ど）や地域のサロン活動、日々の「よりそい号」利用者との密なコミュニケーションを図り、ニーズを
把握したので、「本当に必要な支援」を実施することができ、成功につながりました。

■主な非資金的支援の内容

• 事業運営に関するアドバイスの提供：団体の課題や運営方針について継続的に助言を行い、事

業運営の方向性を明確化しました。

• 運営面での相談対応と課題解決支援：日常の事業運営において発生した問題に対して迅速かつ

適切なサポートを行い、課題解決を後押ししました。

• 予算の組み換えに関する具体的な助言：助成金の効果的な活用を図るため、予算の適正な組み

換え方法について具体的な助言を提供し、手続きをサポートしました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 事業運営のスムーズ化：運営プロセスが効率化され、業務の流れがより円滑になりました。これに

より、日々の活動の負担が軽減されました。

• 予算管理能力と運用の柔軟性の向上：助成金の活用に関する具体的な支援を受けたことで、予

算管理がより適切になり、事業運営に必要な柔軟性が確保されました。

■波及的・副次的効果

• 地域経済への好影響：利用者が「よりそい号」で地域の商店や施設を訪れ消費をする機会が増え

たことで、地域経済の活性化に貢献しました。

• 社会的孤立の解消：移動支援を通じて利用者同士や地域住民との新たな交流が生まれた結果、

高齢者の社会的孤立の解消につながりました。また、これにより地域全体のつながりが強化され、

互助の輪が広がる効果も確認されました。

• 心身への好影響：利用者の外出の機会が増えた、暮らしの楽しみが増えたことで、心が明るくなっ

た、体調が良くなったなどの良い変化が確認できました。

HUN　０33

■現時点の課題

• 地区外への移動の制限:地区内での移動支援は充実している一方で、地区外への移動ができな

いことが課題となっています。特に、医療機関や買い物施設など地区外の重要な目的地への移動

ニーズへの対応が求められています。

• 事業の継続性:助成金事業終了後の継続運営が課題です。現時点では年間約30万円の維持費

（人件費を含まない）が必要とされており、この費用をどのように確保するかが持続可能性の鍵と

なっています。地域住民や外部からの支援、自己収益の確保策を含めた検討を進めています。

■アウトカムを産出するために有効であった資源
【人】

• 運転手・スタッフ：地域に根差した運転手やスタッフの尽力が、利用者との信頼関係構築や、安定

した移動支援サービスの提供に大きく寄与しました。特に、運転手が利用者のニーズに柔軟に対

応し、スタッフが丁寧なサポートを行ったことが成功の鍵となりました。

• 地域のサロンや広報活動：地域のサロン活動と連携することで、住民同士の交流が促進され、「よ

りそい号」利用のきっかけにつながりました。また、広報活動を通じて事業の周知を図り、利用者

の増加や地域内での認知度向上につながりました。これにより、事業の持続性を支える基盤が形

成されました。また、地域の事業者が利用者に「よりそい号」の紹介をする例もあり、地域住民や

事業者などで移動支援を応援するつながりができました。



実行団体 07 一般社団法人umi： 雲南市

学生が希望を持てるまちのキャリアセンター

 対象とする社会的困難者：自身のキャリアに不安を抱え、地域社会で学び実践したい大学生

　０３４　HUN

HP⇒

 助成額5,474千円

「学生が希望を持てるまちのキャリアセンター」事業は、実践経験を持たないままキャリアに不安を抱え
孤立する大学生と、若者視点を必要とする地域社会との結節点を作り出し、共に成長しながらキャリア
形成に取り組める環境を提供しているプロジェクトです。まずは学生の孤立を解消し、不安を整理する
ために大学生と繋がる窓口の設置や専門的なキャリア相談会を実施しそれぞれの状況に合わせたサポ
ートを行いました。また、実践の場を必要とする大学生には地域企業や住民と連携したインターンシップ
やフィールドワークの場を設け、ロールモデルとなる人材とつながること等を通じて実感を伴うキャリア
形成の機会を提供しました。これらの体感から拡がった視野の言語化を行うことで大学生の将来設計
具体化の支援をしています。
さらに、学生が地域活動への不安を解消するため、専門的なキャリア相談を実施し、学びと成長をサポ
ートしています。このプロジェクトでは、学生と地域を繋ぐコーディネーターが双方と深い関係を築くこと
でニーズの調整や目線合わせ等を通じた受入環境の整備支援を行い、地域課題の解決や活性化にも
取り組んでいます。
本事業を通じて大学生が将来への希望と自信を育むとともに、地域社会が若者の新しい力を受け入
れ、地域全体が互いに学び合い共に成長する、活力ある未来を築くことを目指します。

1.インターン生同士のつながりつくり 　2.インターンシップの様子((一社)エンター）、

3.インターンシップの様子(大原森林組合)   　4.インターンシップの様子(大原森林組合)

5.相談窓口イベントの様子(島根大学) 　6.相談窓口イベントの様子(雲南)

2

3 4

65

1



つながる つながり続ける 地域につなげる

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図

HUN　０３５

学生の個別フォローアップ

（相談内容の分析と対応）

安心安全の活動環境整備

（滞在場所、

くらしのサポート）

学生と企業のマッチング

（インターンシップ）

まちのキャリアセンター

相談窓口（雲南市）

（相談の他にイベントも実施）

大学への訪問や

授業での周知

PROJECT INDEX※

への掲載（全国）

学生同士の

つながりサポート
地域住民・企業への

フォローアップと

新規開拓

つながり続けるためのサポート：2、地域とのつながりの場：4

ジョブカフェしまね

大学

商工会

三日市ラボ

（相談窓口など）

訪問や授業

での周知

加入・情報収集

地域企業、

地域住民団体

一般社団法人umi

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

場所の提供

移住相談

移住後の

就業の相談
インターンシップ

の受け入れ

うんなん暮らし推進課

SNS・HP

大学生の口コミ等

地域住民（人）や

取組（場）との接続

“孤立させない取組” “信頼関係の構築” “自律的関係継続”

うんなんコミュニティ財団

地元社会福祉法人

大学生 口コミ等

社会保険労務士

組織体制整備

建築設計事務所

相談窓口場づくり

アドバイス
地域自主組織

相談窓口の

場さがし協力

※PROJECT INDEX：日本全国のインターンシップ検索サイト。



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０３６　HUN

01 情報発信
（窓口

大学訪問、
広報サイト等）

一般社団法人umi

02　相談
（個別に

フォローアップ）

03　マッチング
（地域・企業と
つなぐ）

04　地域社会
で学ぶ

（フィールドワーク
インターシップ）

05　実践
（プロジェクト
サポートなど）

まちのキャリアセンター

商工会

地域企業、
地域住民団体

0６　地域社会
（地域・企業への
フォローアップ・
新規開拓など）

連携
（周知）

連携
（移住相談）

大学

うんなん暮らし
推進課

応援団（地域企業・住民、連携機関など）

地域社会で学び
実践したい
大学生

地域企業・住民
連携機関本人

つながった人数：

相談窓口に来た学生：

134名（イベント外受付

93名、窓口イベント参

加者41名）

つながり続けている人

数：71名　

　　　　　　　　

地域につなげた人数：

94名

ジョブカフェ
しまね

連携
（移住後の

就業相談）

三日市ラボ

・建築設計事務所

・地域自主組織

・社会保険労務士

・うんなんコミュニティ財団



■成功した要因

• 多様なプレーヤーと出会える環境・関係性作り：「働く」だけでなく「暮らす」体感も設計し受け入れ

企業以外との出会いや学びの機会を多く設けたことが、成果に繋がりました。

• 地域や学生に対する丁寧な対応：個別の課題やニーズを丁寧に聞いたことや、継続的なフォロー

アップを行い個別に信頼関係を醸成したことが事業の成果を支えました。

• 窓口イベントによる心理的ハードルの低下：窓口イベントの開催が、学生にとって気軽に相談でき

る環境を提供し、初めて利用する際の心理的ハードルを低下させました。

■主な非資金的支援の内容

• 言語化支援：実行団体の事業内容を同じ目線で理解することで、実行団体に蓄積された感覚値

を論理的に整理できるよう支援しました。

• 事業へのフィードバック：課題や計画への具体的なフィードバックを提供し、実行団体が事業の方

向性を整理・強化できるよう支援しました。

• 情報提供による事業促進：実行団体の事業に対して関連の深い情報を提供し、実行団体が持ち

得ない視点で助言しました。

• 報告書作成や調査の支援：報告書作成や調査設計に関するアドバイスを通じて、事業内容の整

理や発信力を向上させました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 直接対象者像の明確化とアウトリーチの強化：直接対象者の現状を深堀し、(事業開始時の計画

では十分につながることが出来なかった直接対象者層と繋がる為の試行錯誤や情報収集を行う

等)より多くの直接対象者とつながるためのノウハウを蓄積しました。

■波及的・副次的効果

• 行政からの事業受託：本事業において事業成果や意義の整理を行った結果、事業価値の認識が

進み令和5年度にインターンシップ事業の予算化が実現しました。

• 学生に対する理解度の向上と地域における応援団の拡大：地域住民が大学生の悩みや課題に触

れることで、宿泊場所の提供など具体的な支援活動が生まれました。また、学生の活動により地

域の雰囲気が明るくなり一体感の向上も見られました。

HUN　０３７

■現時点の課題

• ニーズの多様化に伴う連携基盤の強化：多様化するキャリアプランに対して市内企業だけで対応

しきるのは難しい他、長期インターンと相性の悪い業種の対応等もブラッシュアップの必要があり

ます。

• 情報発信力の不足：リピート率が高いが新規割合が低く、ターゲットの日常動線の中に窓口に繋

がる情報を発信する必要があります。

• 行政・企業との連携強化：持続可能な運営のため、行政や企業との協力体制をさらに強化する必

要があります。

• 組織体制とサポートの改善：スタッフの育成と体制整備、関係機関との連携強化をもってサービス

提供体制の改善を図っていく必要があります。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資金】

• プロジェクトインデックスへの掲載費用：プロジェクトインデックスに掲載することで、学生への情

報発信力が向上し、事業の認知度拡大と利用者が増加しました。

• 人件費：スタッフの増員により、大学生の支援体制、地域への普及活動、広報活動の充実を図る

ことが出来き、事業の推進力が強化されました。



実行団体 08 あそびばキッチン実行委員会： 雲南市

生活不活発病を防ぐ食の見守りネットワーク

 対象とする社会的困難者：フレイル（社会的・身体的・心理的な虚弱）が懸念される高齢者

　０38　HUN

FB⇒

 助成額１２,782千円

あそびばキッチン実行委員会は、『「食」を通じて、ヒトとまちをつなげる』をキャッチフレーズに、雲南地域で

健康的に楽しく暮らす人たちを増やす活動を行うチームです。

本事業は、雲南市および奥出雲町の中山間地域に暮らす高齢者を対象に、孤立やフレイル（社会的・身体

的・心理的な虚弱）の予防と改善を目的として実施されており、高齢者の増加や孤立化が進む中、温泉地

区と三新塔地区を中心に、食事支援と見守り活動を展開しました。

温泉地区では、移動販売車を活用した見守りネットワークを構築し、対話を重視した訪問支援を行いまし

た。また、健康的な惣菜を提供することで、高齢者が安心して利用できる環境を整えました。一方、三新塔

地区では「三日市ラボ」を拠点にあそびば食堂を定期開催し、交流の場を提供しました。 さらに、各区サロ

ン等に積極的に参加することで、地域住民とのつながりを強化しました。

また、管理栄養士や社会福祉士の専門スタッフが地域で活動し、支援の質を向上させました。 さらに、「笹

巻きづくり」や「味噌づくり」などの交流イベントを地域の高齢者や団体と協働して行いました。これらの取

り組みにより、高齢者が生きがいを感じられる生活環境を実現し、地域課題の解決に向けたモデルを提案

しました。

1.移動販売  　2.おんせんキャンパスでの地域のこども、若者と高齢者の交流イベント   

3.4.高齢者の集い場への参加

3

1 2

4



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート：4、地域とのつながりの場：5

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０39

移動販売車で

各家庭を訪問し、

声をかけ、困っている人を

発見

移動販売

区サロンなど高齢者の集い場への参加

（管理栄養士や社会福祉士である担当が参加）

温

泉

地

区

1回の訪問に

平均10分程度をかけ、

対話を重視

健康に配慮した惣菜の提供 

（ともにさんの食堂で共同開発

し、健康的な惣菜を提供）

おんせんキャンパスでの

地域のこども、若者と高齢者の

交流イベント

（笹巻きづくり、味噌づくり等）

（カタリバ、CNC、あそびばキ

ッチン、地域住民との協働）

三

新

塔

地

区

あそびば食堂（三日市ラボ）　月１回定期開催

■総働体制図

三新塔あきば協議会

NPO法人ともに

・温泉地区自主組

織ダム湖の郷

・温泉つながり会

三日市ラボ

食生活改善推進員

（通称"食改さん"）

移動販売車、

健康総菜づくり

移動販売車訪問先の紹介

株式会社CNC

あそびば

キッチン

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

「食」を通じた

健康づくりを

講演等でサポート

地域おせっかい会議

によるつながりづくり

コラボ交流イベント

認定NPO法人

カタリバ

おんせんキャンパス

での移動販売・サロン

コラボ交流イベント

「食」を通じた健康づくりの講演、イベント

場所の提供

情報提供・発信への協力
高齢者のつどい・健康づくり、

元気会などへの参加

三新塔地区内の

区

高齢者サロン、

健康づくりの会など

への参加

温泉地区 三新塔地区

人・場の共有
地域の認知症サポート

事業者



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０40　HUN

01 移動販売
（個別訪問）

あそびばキッチン

02　若者と
高齢者の交流
イベント

（温泉キャンパス）

03　あそびば
食堂

（三日市ラボ）

04　高齢者の
集い場への
参加

（サロンなど）

05　講演
（「食」を通じた
健康づくり）

「食」を通じて、ヒトとまちをつなげる

講演

情報発信

自治組織
（三新塔あきば
協議会、
区）

三日市ラボ

0６　事務局
（企画運営

情報発信など）

移動販売車、
健康総菜づくり

NPO法人
ともに

・認定NPO法人
カタリバ

・つながり会
連携

応援団（家族、地域住民、連携機関など）

フレイル
（社会的・身体的・心理的

な虚弱）が
懸念される高齢者

地域住民、
連携機関本人・家族

つながり、

つながり続けている

対象者

温泉地区15名

三新塔地区

あそびば食堂3～４名

温泉地区自主組織

ダム湖の郷
訪問先の
紹介

場所
の共有

連携

食生活改善推進員
（通称"食改さん"）連携

株式会社CNC

地域
おせっかい
会議



■成功した要因

• 移動販売による高齢者宅への直接訪問と交流：移動販売を通じて高齢者宅を訪問することで、直

接的な交流が生まれ、高齢者の生活状況を把握しながら適切な支援を提供できました。

• 三日市ラボでの定期的な交流の場の提供：地域住民が気軽に集まれる場として三日市ラボを活

用し、参加者同士やスタッフとの交流を促進しました。

• 専門知識を活かしたサービス提供：管理栄養士の専門知識を活用し、高齢者の健康を考慮した

栄養バランスの良い惣菜を提供したことで、利用者の健康維持に貢献しました。

■主な非資金的支援の内容

• メンバーの関心を把握する機会の提供：各メンバーのやりたいことを聞き出し、一人ひとりの強み

を事業に活かす支援を行いました。

• 横のつながりを強化する：メンバーの間の連携を深めるためのアドバイスや支援を実施しました。

• 事業の方向性と目的の共有：チーム全体で事業の目標を再確認し、一体感を醸成しました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 活動計画の策定：具体的な活動計画を立て、事業を計画的に進められるようになりました。

• 団結力の向上：チーム内の連携と信頼が強まり、より一体感のある運営体制が整いました。

■波及的・副次的効果

• おんせんキャンパスでの地域交流イベントを通じた新たな関係構築：地域住民が参加する「おん

せんキャンパス」での交流イベントは世代や立場を超えた新たな関係性が構築されました。この活

動により、地域住民の新たなつながりがうまれました。

• 他地域での地域交流の参考事例としての紹介：本事業の取り組みが他地域の交流活動における

参考事例として紹介されました。この事例は、地域交流を促進する効果的なモデルとして注目さ

れ、他地域での実践にも寄与することが期待されます。

HUN　０41

■現時点の課題

• 参加者確保の困難さ：周知の難しさが原因で、参加者を安定的に確保することが難しい状況で

す。

• 深い関係性の構築に要する時間：利用者との深い関係性を築くまでに時間がかかることが課題と

なっています。一部の高齢者や団体には、事業の意図を理解してもらうまでに時間を要します。

• 三新塔地区での持続可能な活動モデルの確立：三新塔地区において、持続可能な活動モデルが

まだ確立されておらず、地域住民、他団体との連携強化が必要です。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資機材】

• 移動販売車：高齢者の自宅や地域に直接アクセスする手段として、移動販売車が重要な役割を

果たしました。これにより、高齢者が必要とする食品や日用品を手軽に入手できる環境を提供し、

日常生活の利便性向上に寄与しました。

【人】

• 管理栄養士の専門知識：管理栄養士による専門的なアドバイスと健康を考慮した惣菜の提供が、

高齢者の栄養状態の改善や健康維持に大きく貢献しました。栄養バランスを重視した食品の選

定により、高齢者の食生活をサポートしました。

• NPO法人ともにとの連携：NPO法人ともにとの連携を通じて、効果的な移動販売のサービス提

供を実現しました。この協働により、地域全体で高齢者を支える仕組みが強化されました。



実行団体 09 株式会社CNC： 雲南市

地域全体で子どもを育て、子どもが育つ中で大人も交流する

「地域まるごと子育て縁」

 対象とする社会的困難者：雲南市内在住で、近隣に血縁・地縁が乏しい、

　　　　または、近隣に血縁・地縁はあるが、何らかの理由で、

　　　　子育てのサポートを得にくい、15歳以下の子どもがいる家族世帯

　０４２　HUN

HP⇒

 助成額15，725千円

株式会社CNCは、これまで培ってきた「コミュニティナーシング」の実践を基盤に、雲南市独自の自然や

文化、人とのつながりを活かした「地域まるごと子育て縁」事業を展開しています。この事業は、近隣に血

縁や地縁が乏しい家庭を対象に、保育・教育サービスや多世代交流イベントを提供し、日常から頼り頼ら

れる共助ネットワークを構築することを目指しています。

活動拠点となる「食の杜」の古民家“室山のお家”を基点に、モンテッソーリ教育※や自然体験を通じて未就

学児の保育・教育サービスを行うほか、地域住民が参加できる交流イベントを定期的に開催しています。

また、社会福祉法人や子育て支援団体と連携し、2年で木次エリア、5年で市全域への展開を計画してい

ます。

本事業により、子育て家庭の孤立を軽減するとともに、地域全体で支え合う共助の仕組みを実現し、雲南

市ならではの子育て環境づくりを目指します。

※モンテッソーリ教育：子どもの自主性を重視し、感覚や運動を活用した活動を通じて、学びの基礎を育

む教育法。

1．“室山のお家”

2．食の杜

3．火おこしからやる飯盒炊飯

4．おばあちゃんたちに教わる雛飾り

5．豆腐屋さんまでお買い物

6．ピザ屋さんで窯焼き体験

7．出雲神楽を教わるイベント

2

3

1 ２

3 ４

5 6

21

3 4 5

6 7



つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート：7、地域とのつながりの場：4

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図

HUN　０43

子育て支援センター、

地域住民、地元企業、

利用者など

紹介

地域まるごと子育て縁（主な拠点“室山のお家”）

～2022年10月より本格的にオープン～

交流事業（イベント30回、季節行事2回など）

講座

SNSやホームページ（情報発信）

子育てサービス(133回)

（預かりや付き添いなど）

個別相談

食の杜※や

地域等の人々

（登録75名）

交流

トリニティカレッジ

出雲医療福祉専門学校

地元企業

Nalu助産院、アルプロン、日登工業、

杜のパン屋など

自主組織

日登・斐伊など

地域おせっかい会議

子育て支援

センター※

大東・加茂・三刀屋・

木次・掛合

地域住民・

地元学生

食の杜

情報共有

事業前：情報共有

事業後：対象者紹介

加茂

子育て支援

センター

（社福）たんぽぽ

地域まるごと子育て縁

（主な拠点“室山のお家”）

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

※食の杜：拠点“室山のお家”の位置する食の杜は、島根県雲南市木次町にある施設で、スローフードや有機農業を通じた地
域づくりを目指しています。木次乳業の創業者・佐藤忠吉さんが立ち上げたこの施設には、奥出雲葡萄園や室山農園、豆腐工

房しろうさぎ、杜のパン屋などが集まり、安心・安全な食を提供しています。

イベント時などの

見学、交流 交流事業

ボランティア

スタッフ

スタッフ

研修受け入れ

学生の紹介

対象者の紹介

情報共有

※子育て支援センターは、乳幼児とその保護者を対象に、親子の遊びや交流の場を提供しています。また、育児相談や子育て

サークルの育成支援、子育て情報の提供を通じて、地域の子育て家庭を支援する役割を担っています。

グループLINE（情報共有）

認定NPO法人

カタリバ 不登校支援（小・中）

単位取得ができる

プログラムに登録



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０４４　HUN

01 情報共有
（グループ

LINE）

地域まるごと子育て縁

02　交流事業
（イベント・
キャンプ等）

03　子育て
サービス

（預かりや付き
添いなどなど）

04　個別相談

05　講座

株式会社CNC

連携
対象者紹介

サポート

情報発信
SNS・HP

子育て支援
センター

0６　事務局
（企画運営

情報発信など）

参加者
関係者

食の杜や
地域等の人々

地域まるごと子育て縁（縁のある家族、地域住民、関係者など約120名）

雲南市内在住で、
近隣に血縁・地縁が

乏しい、
または、

近隣に血縁・地縁は
あるが、何らかの

理由で、
子育てのサポート
を得にくい、

15歳以下の子ども
がいる家族世帯

地域住民、
関係者家族

つながり、

つながり続けている

家族数

13家族

サポート

情報共有
対象者紹介

地元企業
自主組織

スタッフ

研修受け入れ

トリニティカレッジ

出雲医療福祉
専門学校

連携
学生紹介

カタリバ
不登校
支援

地域おせっかい
会議

情報
共有



■成功した要因

• 直接対象者のウェルビーイング向上：地域とのつながりや多様な人々との関係性が、直接対象者

の安心感や生活の質の向上に寄与しました。

• 地域住民を巻き込む体制：子育て縁の運営に地域住民を巻き込み、すべての関与者のウェルビー

イング向上を実現しました。

• 持続可能な地域インフラの構築：子育て支援センターや企業との連携により、アウトリーチの仕組

みと課題解決に向けた地域基盤が整いつつあります。

■主な非資金的支援の内容

• 子育て世帯や子育て経験者との座談会の開催：地縁血縁のない子育て世帯やひとり親家庭、子

育て当時に地縁血縁の無かった経験者が気軽に参加できる座談会を開催し、意見やニーズを直

接聞く場を提供しました。この取り組みにより、多様な視点を把握し、事業の方向性や内容を改善

する貴重な機会となりました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 当事者の視点を事業に反映：座談会を通じて、子育て当事者の声を事業運営に反映することで、

地域の実情やニーズに即した支援が可能となりました。この結果、事業内容がより効果的で、地

域社会に根差したものへと進化しました。

■波及的・副次的効果

• 困難を抱える子育て世帯の発見：血縁・地縁があっても子育てのサポートが得られず、生活に困

難を抱える世帯が多いことが明らかになりました。背景には、直接対象者同様、「人に迷惑をかけ

てはいけない」等の思い込みや経済的な理由などがあります。

• 共助ネットワークの構築：直接対象者以外の世帯にもアプローチすることで、「有事に頼りあえる

共助のネットワーク」が形成されつつあります。

• 発現しつつある中長期アウトカム：子どもたちに交流や教育の機会を提供した結果、人見知りの

克服などのポジティブな変化が見られました。

• 地域企業の意識変化：地域企業が子育て世代の従業員に配慮し、CNCに相談するなどの行動

が見られました。

HUN　０45

■現時点の課題

• 直接対象者への適切なアプローチが困難：「支援」を前面に出すと敬遠されるため、直接対象者へ

の効果的な訴求が難しい状況です。

• 生活動線でのアウトリーチ不足：公的サービスにアクセスできない世帯にリーチするため、生活動

線を活用した仕組みが必要です。

• 平常時の孤立世帯への対応が困難：平常時に孤立世帯と関係を築く体制が不十分な状況です。

• 持続可能な事業モデルの確立：財務や運営の安定した仕組みを確立する必要があります。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【人】

• 子育て支援センターや地域企業との連携

• SNSや口コミによる情報拡散

• 加茂子育て支援センター（社福）たんぽぽ：研修による実践からの学び。



実行団体 10 農事組合法人 大鋸屋営農組合： 南砺市

中山間地の地域コミュニティーを維持し、

　　　　　　　　　　誰もが安心して暮らせる地域共生社会を目指す

 対象とする社会的困難者：農作業が困難となり後継者のいない高齢者

　　　　　　　　　　　　　　　　　 農業従事を目指す若者

　０4６　HUN

HP⇒

 助成額14,802千円

本事業は、高齢化や後継者不足が進む中山間地域において、地域のつながりを再生し、誰もが安心して

暮らせる共生社会を目指すプロジェクトです。農業継続が難しい高齢農業者や後継者不足に悩む農家を

支え、地域全体で協力して農業と暮らしを維持する仕組みを構築しました。

高齢農業者が「できること」を活かし、次世代の後継者とつながりながら農作業を継続できる環境を整備

しました。また、農業に関心を持つ若者や移住者、女性に対し、新しい農業技術や環境に配慮した営農方

法を学ぶ場を提供し、安定した生活基盤の構築を支援しました。

さらに、物理的・精神的な負担を軽減するために、新しい農業機械や作物を導入し、地域農業の持続可能

性を高めました。同時に、収穫祭や交流イベントを通じて住民同士のつながりを促進し、農業を起点とした

地域コミュニティーの再生に取り組みました。

これらの取り組みにより、高齢農業者や若手農業者が役割を持ち、生きがいを感じながら活動できる場を

つくり、中山間地域の持続可能な発展に貢献しました。

1．若手育成塾の開講式

2．高齢者による次世代後継者への機械作業講習

3．にんにく選別作業(高齢者対象)

4．新規就農者によるﾄﾞﾛｰﾝ農薬散布作業

2

1

3

４

6



つながる つながり続ける 地域につなげる

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０47

ニーズ把握

（アンケート・ヒアリング調査）

事業内容の周知

（自治会・営農組合の総会等）

活動内容の周知

（全戸配布のレポートなど）

交流会や飲み会の開催

高齢者でも作業できる

作物の導入（にんにくなど）

新しい農業機械の導入

（ドローン、自走式草刈り機）

農業機械の操作や営農技術の指導

（高齢農業者の知識や技術の伝承）

若手農業者育成塾

（営農組織の経営陣の農業経営力のアップ、

市域の中核農家や行政機関とのネットワークを構築）

収穫祭や地域イベントの実施

（生きがいや交流の場）

つながり続けるためのサポート：６、地域とのつながりの場：5

■総働体制図

富山県農林振興センター

（株）ツチカラ

（山崎佑二郎）

大鋸屋地域

農村RMO事業体

JAなんと

（なんと農業協同組合）

山田清志議員

（若手農業者育成塾長）

若手農業者育成塾への協力

将来の若手農業者の参入

協同事業への模索

大鋸屋地域づくり協議会

農事組合法人 

大鋸屋営農組合

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

農業全体の

相談支援など

事業継続機能や
若手農業者の受入れ等を通し、
農業再生とコミュニティ維持に

繋げる

営農指導、

化学肥料や農薬等の提供

若手農業者の紹介や支援など

南砺市農政課

若手農業者育成塾支援

や補助事業など

国際有機公社

（吉田剛）
営農、土壌診断、

施肥設計、

有機堆肥提供など



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０48　HUN

01 地域農業
の維持相談
（営農活動）

大鋸屋営農組合

02　農業作業
の効率化

（機械化、IT化）

03　農業技術
の継承

（熟練農家の
ノウハウなど）

04　多様な
農業者の
育成・確保
（新規、女性、
高齢者）

05　経営改善
（経営体制、
品質向上、

販路拡大など）

大鋸屋
地域づくり協議会
農村RMO事業体

農業の
ノウハウ

工賃

連携

農業技術
農業経営

のノウハウなど

0６　地域との
交流

（イベント、
」交流ｊ会など）

営農指導、
農業資材提供

JAなんと

働く

応援団（本人、地域住民、連携機関など）

農作業が
困難となり

後継者のいない
高齢者

(75ｰ80歳）

地域住民、
連携機関本人

つながった対象者数：

20名中

２０名

農業従事を
目指す若者

つながった対象者数：

１１名

支援 南砺市農政課

主要
農業経営体

若手農業者

の紹介や支援など

富山県農林振興
センター

若手農業者
育成塾



■成功した要因

• リーダーシップによる地域の牽引：実行団体の強いリーダーシップと実行能力が、地域の目標達

成を力強く支えました。

• 農業者の意識改革：若手農業者育成塾を通じた農業経営への意識改革が、新しい担い手の成長

を促しました。

• 世代間の技術継承と支援体制：高齢農業者からの技術伝承と若者を支えるサポート体制が、地

域農業の持続可能性を高めました。

• 行政や主要農業経営体との連携強化：育成塾の活動を通じて、県・市の関係機関や市域の主要

農業経営体との協力体制が構築されました。

■主な非資金的支援の内容

• 若手農業者育成塾の企画支援：育成塾の設計段階から運営に至るまで、具体的なアドバイスや

調整を実施し、成功に導きました。

• 専門性の高い講師の招待：中核農家や農業分野の専門家を講師として招き、技術や知識の普及

を促進しました。

• 県・市の関係機関の紹介と連携促進：県・市の関係機関を紹介し、行政との連携強化をサポート

することで、地域資源の活用と支援の幅を拡大しました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 経営層の意識改革：これまでの慣習にとらわれず、地域農業を持続可能にするための新たな戦略

を考える姿勢が醸成されました。

• 取り組み意識と実行能力の向上：経営層のみならず、メンバー全体の取り組み意識が高まり、計

画を具体的に実行する能力が強化されました。

■波及的・副次的効果

• 農業者全体の意識と技術向上：若手農業者育成塾の開催により、若手だけでなく実行団体のメ

ンバーも受講し、営農に対する意識が高まり、知識・技術が向上しました。

• 地域外からの業務受託：ドローンを活用した除草剤や防除剤の散布作業が周辺集落からも依頼

されるようになり、広域的なニーズに応える体制が整いました。

• 高齢者の収入向上：にんにくの作業に従事する高齢者が年60万円の賃金収入を得るなど、地域

住民の経済的自立を促進しました。

• 農村RMO事業への発展：2023年度から大鋸屋地域で農林水産省の農村RMO事業が開始さ

れ、地域づくりの新たなステージに進展しました。

HUN　０49

■現時点の課題

• 農業専従者の確保と定着：農業専従者の安定的な確保が、地域農業の持続的な発展に向けた重

要な課題です。

• 新規就農者の誘致と支援：UIJターンを活用した新規就農者の定着支援が求められています。

• 販路の拡大：農産物の販路開拓が、経営の安定化と地域農業の発展に寄与します。

• 新しい農法の導入：不耕起栽培などの新たな農法を取り入れることで、環境負荷軽減や生産効率

向上を図る必要があります。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【人材】

• 若手農業者育成塾

【資機材】

• ドローン、自走式草刈機



1．居場所事業   2．教育的井端会議　3．じゆう運動ひろばEN 　4．職業体験

実行団体 11 特定非営利活動法人よってカフェ： 南砺市

生きづらさを抱える人も幸せになれる地域の居場所づくり

 対象とする社会的困難者：発達障がい・グレーゾーンも含む子ども、その保護者

　０50　HUN

HP⇒

 助成額20,532千円

特定非営利活動法人よってカフェは、発達障がいやそのグレーゾーンの子どもたちと保護者を対象に、地

域の「居場所」を提供する取り組みを行っています。2010年に支援学校卒業生のために設立され、12年

以上にわたり、子どもから高齢者までが集い交流できる多機能的な場として活動を継続しています。

本事業では、地域づくり、支援、スクールの3つの事業を軸に、不登校や社会的孤立を解消するためのさ

まざまなプログラムを実施しています。たとえば、週4回の居場所提供や職業体験、特別支援サポート「ア

フタースクールあおむし」、不登校児童のための相談カフェ、体力づくりや非認知能力を向上させる運動プ

ログラム、学習サポート教室などを展開しています。

これらの取り組みを通じて、子どもたちが自己肯定感を高め、社会で生き抜く力を養うと同時に、保護者

や地域住民とのつながりを深めています。また、行政機関や福祉担当者との連携を強化することで、支援

が必要な人が適切なサポートを受けられる環境を整備し、多様性を尊重した共生社会モデルを地域から

発信しています。

2 ４3

1



つながる つながり続ける 地域につなげる

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

HUN　０51

■総働体制図

山野地域づくり

協議会

南砺市

社会福祉協議会

井波小学校

こどものえがおクリニック

富山県不登校を考える

ネットワーク

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

とやま

よりそいマップ

フリースクール

出席扱い

地域の

居場所づくり

砺波総合病院　

小児科

児童館

（きぼりっこ）

よってカフェ

チラシ設置

つながり続けるためのサポート：4、地域とのつながりの場：２

専門クリニックや総合病院

との連携

利用者の口コミなど

山野こどもの家、山野交流センター

チラシ・パンフレット

支援事業
・アフタースクールあおむし　
　年36回　16:30-18:30
・くつろぎ・居場所・相談カフェ
・フりースクールさなぎ
・感覚運動遊び

SNSやホームページ（情報発信）

スクール事業
・YYアスリートスクール　年40回
・じゆう運動ひろばEn　年24回
・学びサポート
・プログラミング体験　コーダ道場
など

居場所づくり

平日3日

仕事体験・ワークショップ　

地域のイベント出店

（獅子焼き販売）

支援事業

チラシ設置

山田食堂
(地域の人を含めたふれあい食堂)

土曜日

NPO法人

アイウェーブ

チラシ設置

スタッフ派遣

南砺市

教育委員会

イベント後援

交流館ラフォーレ

高岡忍者

よってカフェ

イベント

共同企画

イベント

共同企画

放課後デイサービス

ここいろ

スタッフ・

利用者参加



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０５２　HUN

01 スクール
（運動・学習・
非認知能力）

よってカフェ

02　居場所
（放課後、
土曜日）

03　支援事業
（発達障がい・
グレーゾーン
対象のサポート、

親の会）

04　情報発信
（HP、SNSの

運営）

井波小学校

情報

チラシ
パンフレット

児童館
ラフォーレ

NPO法人アイ
ウェーブ

参加

応援団（本人、親、連携機関など）

発達障がい・
グレーゾーン
も含む

子どもとその親

連携機関本人

つながった対象者数：

・YYアスリート

スクール：32人

・じゆう運動ひろば

En：6人

・学びサポート：1人

・居場所：18名

・支援事業：３名

南砺市
社会福祉協議会

砺波総合病院　
小児科

フリースクール

出席扱い

山野地域づくり
協議会

こどものえがお
クリニック

チラシ
パンフレット

支援事業の
チラシ

パンフレット

支援事業の
チラシ

パンフレット

居場所



■成功した要因

• 当事者への寄り添い：一人一人の当事者に寄り添い、安心して相談できる関係性を構築できたこ

とで、当事者の孤立感の軽減に寄与しました。

• 活動拠点の整備・確保：常設の拠点を整備・確保することで、地域住民や当事者が身近に利用で

きる環境を構築しました。

• 業務効率化の実現：会員管理アプリ【Comiru】の導入により、会員管理の効率化が進み、支援活

動に集中できる体制を整備しました。

■主な非資金的支援の内容

• 事務作業の効率化：管理者や会員管理アプリ【Comiru】の導入や運用支援を通じて、事務作業

の効率化を実現しました。これにより、スタッフが支援活動により集中できる環境を整備しました。

• スタッフ間の情報共有と連携強化：定期的なミーティングや情報共有ツールの導入により、スタッ

フ間の連携が強化され、支援の質が向上しました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 事務作業の向上：非資金的支援を活用して事務作業の効率が大幅に改善され、組織全体の運営

効率が向上しました。

• ガバナンス意識の向上：スタッフ間の情報共有と連携が進む中で、経営層やスタッフのガバナン

ス意識が向上し、透明性と信頼性のある運営体制が強化されました。

■波及的・副次的効果

• 組織運営の改善：事務専任者の設定やアプリ【Comiru】の導入などにより、管理業務の効率化

が進み、スタッフの業務負担が軽減されました。これにより、支援活動に注力できる体制が整い、

組織全体の運営がより効果的になりました。

• 支援対象者の増加：本事業を通じて、ホームページの改善やチラシ・パンフレットの一新を行い、

情報発信力が向上しました。その結果、事業の認知度が高まり、支援を必要とする新たな対象者

に繋がる機会が増加しました。

• 地域の理解と協力の拡大：情報発信力の向上により、地域住民や関係機関への情報発信が強化

され、事業への理解と協力が拡大しました。

HUN　０53

■現時点の課題

• 支援対応の違い：利用者との関わる幅が小さく、支援対象者へのよってカフェ他部門活動の周知

が不足しました。適切な支援提供の機会を拡大するための仕組みが必要です。

• スタッフのスキル向上と体制の充実：支援の質を向上させるために、スタッフのスキルアップや専

門性の強化を進めるとともに、持続可能な支援体制を整備する必要があります。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【人材】

• 利用者口コミ、専門スキルをもったスタッフ

【資機材】

• 山野こどもの家の整備

• 会員管理アプリ【Comiru】の導入

• チラシ、パンフレットの作成



実行団体 12 一般社団法人福野アソシエイツ： 南砺市

福野まちなかリノベーション事業

 対象とする社会的困難者：子育て中のシングルマザー・シングルファザー

　０54　HUN

HP⇒

 助成額13,618千円

一般社団法人福野アソシエイツは、地域に増加する空き家や空き店舗をリノベーションし、住居や店舗を

提供することで、住環境の改善と地域の活性化を目指しています。本事業「福野まちなかリノベーション事

業」では、経済的困難や孤立感を抱えるひとり親家庭や子育て世代を対象に、空き家を改修して  夜間保

育所を開設しました。これにより、子育て中のシングルマザーやシングルファザーが安心して働ける環境を

整備しています。

また、地域の保育士やボランティアスタッフとの交流を促進し、孤立感を抱える家庭に精神的な支援を提

供しています。さらに、子どもたちが安心して過ごせる環境を整備し、自己肯定感を高める支援を行うこと

で、貧困の連鎖を防ぎ、地域全体の持続可能な発展を目指しています。

これらの取り組みを通じて、ひとり親家庭の生活基盤の向上と地域コミュニティの再生・活性化を図るとと

もに、地域資源を有効活用した持続可能なまちづくりに貢献しています。

1．子どもの預かりスペース        2.地域の方への説明会　

3．保育施設を開放した子どもの遊び場（イベント実施）        4.保育士さんとの打ち合わせ

21
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つながる つながり続ける 地域につなげる

つながり続けるためのサポート数：２、地域とつながる場：1

■体制とサポート・地域とのつながりの場の数

■総働体制図

HUN　０55

対象者とつながりそうな人・団体

・お店等へ訪問し、チラシの設置

とヒアリングの実施

空き家（旧呉服店）をリノベーションした夜間保育所（ココハピ）

木～土曜日19時から２３時　３～１２歳を対象

～2024年7月開設～

福野２７朝市

毎月２か７が付く日

5時半から６時半

保育士・サポーターの確保 保育士・サポーターとの意見交換

夜間保育の運営

マニュアルの策定

災害時の避難

（避難マニュアルの策定

と地域への協力依頼）

保育士OG会
ココハピ

本事業でのつながり本事業以前からのつながり

夜間保育の保育士の募集

運営マニュアルの策定

南砺市こども課

情報提供

地域住民への説明会

地域の事業者

飲食店・スナック

民生委員

（福野）

南砺市社会福祉協議会

南砺市内の介護・医療施設

福野中部

まちづくり協議会本福寺

（地域住民）

だれでもハウス『めぐみ』

ファニーズキッチン

情報提供

情報提供
チラシ設置

チラシ設置

チラシ設置
チラシ設置

避難所提供



■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

　０56　HUN

■社会的困難者を支える地域のつながり図とつながった人数

01 園児募集
（園児）

夜間保育所（ココハピ）

02　保育士
サポーター
募集

03　夜間保育
所（ココハピ）
木～土曜日

19時から２３時

04　交流
地域住民への
説明会

説明
ヒアリング

応援団（本人、子、連携機関など）

夜間こどもを
家において働く
シングルマザー・
シングルファザー
とそのこども

連携機関本人

つながった対象者数：

2家族5名

保育士
OG会

南砺市
こども課

情報提供
アンケート
実施

保育

保育マニュアル作成

保育士の募集

地域住民

参加

避難所提供

南砺市社会
福祉協議会

民生委員

地域の事業者
飲食店・スナック

南砺市内の
介護・医療施設

だれでも
ハウス『めぐみ』
ファニーズ
キッチン

ヒアリング

チラシの設置

南砺市、砺波市、
小矢部市を中心に、
中学生未満の

子育て世代の方への
アンケート実施

05　ニーズ
調査



■成功した要因

• 対面による保育士募集活動：対面での保育士募集活動を通じて、保育士ＯＢとの信頼関係を構築

し、必要な人材を確保することに成功しました。

• 対象者とつながりそうな人・団体：お店等にチラシを直接配りに行き、ニーズや事業についての意

見を聞くことで、地域における事業の認知が広まりました。

■主な非資金的支援の内容

• 保育士OG会の中核者の紹介：南砺市内の保育士OG会の中核メンバーを紹介し、地域における

保育士ネットワークの活用を促進しました。

• 南砺市こども課の紹介と連携促進：南砺市こども課を紹介し、行政とのつながりを深め、保育士

確保や運営体制強化に向けた協力関係を構築できました。

■非資金的支援による実行団体の変化

• 保育士確保の進展：保育士OG会との連携を通じて、保育士の採用が進み、地域における人的資

源の活用が可能となりました。

• 行政支援の強化：南砺市こども課との連携により、事業運営における行政のサポートを受けやす

い環境が整いました。

■波及的・副次的効果

• 地域への周知と応援の広がり：対面での保育士募集活動を通じて、地域への事業内容の周知が

進み、事業に対する理解と応援が広がりました。

• 夜間保育に対する地域の理解促進：夜間保育の運営体制を整理したことで、活動の実態が明確

になり、周辺住民からの理解と協力を得ることができました。

HUN　０57

■現時点の課題

• 空き家リノベーションの進捗：資材価格の高騰により、空き家のリノベーションが夜間保育施設と

トイレの整備に限定されており、当初計画していた親子カフェやコワーキングスペースの整備が実

現していません。資金や資材の確保が今後の課題です。

• 保育士の確保と運営体制の強化：地域の保育士ネットワークを活用しながら、保育士の確保と運

営体制の充実を図る必要があります。また、持続可能な運営モデルの確立が求められています。

• 地域との信頼関係の構築：地域住民からの信頼を得るための努力を継続し、地域と一体となった

運営を目指すことが重要です。

■アウトカムを産出するために有効であった資源

【資機材】

• 空き家リノベーション（旧前川邸の整備）。

• 夜間保育のチラシ作成。

【人】

• 保育士OG会のネットワーク。

• 応援団とのつながりづくり。



 　資金分配団体の目指す地域像に向けて、1）これまで構築してきた社会課題解決のための地域社会シス

テム（プロジェクトマップ）、2)プロジェクトによる市域へのインパクト（アウトカム）、3)ローカルアクションを支

える地域の総働体制（地域総働図）、4）今後必要な活動（休眠預金活用事業の適用の可能性）を整理しまし

た。

東近江三方よし基金 目指す地域像：循環共生型の社会づくり

　０58　HUN

プロジェクトマップ、アウトカム、地域総働図、今後必要な活動

　地域資源を活かした、地域課題解決を目指す主体・活動を、市民が支える仕組みを構築することを通じ、

循環共生型の社会づくりを目指しています。

■アウトカム　プロジェクトによる市域へのインパクト

01ファンド組成　取組に対する支援総額：約２億4,000万円（うち休眠約2億円）　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資金調達チャンネル５(1)　

02相談できる、応援しあう関係性の確立：出資者772人＋寄付・SIB出資者

03地域のマインドチェンジ：総プロジェクト数73（21）、実行団体数39団体（15団体）

■プロジェクトマップ　森里川湖を軸とした複合的な社会課題解決のための地域社会システム

（　　　）うち休眠預金活用事業

地域の
食と農を
支える

生業・起業
ものづくりを
支える

森里川湖の
つながり
保全・活用

再生可能
エネルギーを
支える

子ども・若者を
支える

暮らしを
支える

Q 森を活かした新産業化

N 地域を支える人材育成

P 文化の継承と産業化

O 空き家を活用した地域活性化

R 地域産業におけ
る雇用の創出

M 観光を活かした
限界集落の再生

K 地域農作物の高付加価値化

Y 再生可能　　　　　
エネルギー推進

L 中心市街地の活性化

J 耕作放棄地活用

V 里山保全・整備

X エコツアーによる収益化

W 地域の繋がりや親しみの醸成

I 仕事・居場所づくり

F 店舗空白地の解消・買い物支援

A 交通弱者の移動支援

B 地域活動継続支援

E 生活困窮者支援

C 外国人への支援

H 高齢者の生活・生きがい支援

D 移住者支援

G 難病者支援

U 若者の就労支援

T 子どもへの支援

S 子育て世代の支援

　地域資源を活かした、地域課題解決を目指す主体・活動を、市民が支える仕組みを構築することを通じ、

循環共生型の社会づくりを目指しています。

１PJ（１PJ）

１PJ（１PJ）

１PJ（１PJ）

１PJ（１PJ）

2PJ 7PJ（3PJ）

4PJ（3PJ）

１0PJ（１PJ）

5PJ（4PJ）

2PJ（１PJ）

１PJ（１PJ）

１PJ

１PJ

１PJ

2PJ8PJ
１PJ

3PJ

5PJ

１PJ

3PJ

6PJ（2PJ）

2PJ（2PJ）

2PJ

9PJ（1PJ）



東近江市民

■地域総働図　ローカルアクションを支える市域の総働体制

■今後必要な活動

暮らしを支える 地域の食と農を支える 再生可能
エネルギー
を支える

A 交通弱
者の移動
支援

C 外国人
への支援

D 移住者
支援 E 生活困窮者支援

F 店舗空白
地の解消・
買い物
支援

H 高齢者
の生活・
生きがい
支援

I 仕事・
居場所
づくり

J 耕作
放棄地
活用

L 中心
市街地の
活性化

Y 再生可
能エネル
ギー推進

B 地域
活動継続
支援

G 難病者
支援

湖東まち
づくり会社

まちづくりネット
東近江

日本
ラチーノ
学院

mais 
Latino

愛のまち
エコ倶楽部

イージェイ
ファクトリ
ー

東おうみフ
ィールドス
テーション

Mitte

がもう
夢工房

Team
Norishiro

東近江市
社会福祉
協議会

愛のまち
合同会社

喜里

愛のまち
エコ倶楽部

あいとうふ
くしモール
運営委員
会

サマーの会

Team
Norishiro

東近江FC
レジリエン

ス

BASYO

楽楽ひろば

K 地域農
作物の高
付加価値
化

みんなの
奥永源寺

Laque

八日市まち
づくり公社

箕川未来
協議会

イージェイ
ファクトリ
ー

M 観光を
活かした
限界集落
の再生

子ども・若者を支える 森里川湖のつながり保全・活用

地域資源を活かし、地域課題解決を目指す主体や活動を市民が支える

循環共生型社会
～東近江三方よし基金～

N 地域を支える
人材育成

O 空き家
を活用した
地域活性
化

P 文化の
継承と
産業化

R 地域
産業

における
雇用の
創出

S 子育て
世代の
支援

T 子どもへの支援 V 里山保全・整備

W 地域の
繋がりや
親しみの
醸成

Q 森を活
かした新産
業化

X エコツア
ーによる収
益化

U 若者の
就労支援

地球ハート
ヴィレッジ

さとやまNannies

Team
KonQ

木地師の
ふるさと
髙松会

東近江市・
木を使うプ
ロジェクト
推進協議
会

里山保全
活動団体
遊林会

まちづくり
ネット
東近江

株式会社
いろは

がもう
夢工房

subaco.
プロジェク

ト

SISTER 
HILLS

 シェアラボ
＠妹、おと
うと木工所

新ガリ版ネ
ットワーク

kikito

みんなの
奥永源寺

Team
KonQ

政所茶生
産振興会

市内４
JA＋東近
江プライマ
リーCo.
協議会

マミィーズ

ぐるり

お産＆子
育てを支え
る会

東近江市
社会福祉
協議会

八日市お
かえり食堂

地球ハート
ヴィレッジ

パンカフェ
KOKON
～江近～

こもれ日
小田苅家

がもう
夢工

がもう
夢工房

まちづくりネット
東近江

かねいビル
愛好会

クミノ工房

あいとうふ
くしモール
運営委員
会

里山保全
活動団体
遊林会

杠葉尾町
村づくり
委員会

梵ジュール里山保全
クラブ

東近江に
再びイヌワ
シを呼び戻
すプロジェ
クト協議会

東近江市
あらゆる場
面で木を
使う推進協
議会

愛知川漁
業協同組
合

東近江
トレイル
実行委員会

鈴鹿10 座
エコツアー
ガイドクラ
ブ

生業・起業ものづくりを支える

休眠預金活用事業の実行団体

• 2018～2021年度において、主に「暮らしを支える」、「子ども・若者を支える」、「生業・企業ものづくりを支える」、「森
里川湖のつながり保全・活用」の分野でソーシャルセクターを支援してきましたが、対象団体は依然として資金や人材
面で脆弱です。また、地域の収益事業者からは「社会課題に貢献したいが、具体的な方法がわからない」という声が
あり、収益事業者との連携やそのノウハウを活用したソーシャルセクターの支援が必要です。

• 「再生可能エネルギー」や「地域の食と農」を支えるプロジェクトが少ないため、これらを目指す団体の案件発掘が重
要です。

• 今後も引き続き、休眠預金を活用し、「暮らしを支える」、「子ども・若者を支える」ことに加えて、「生業・企業ものづくり
を支える」、「森里川湖のつながり保全・活用」など、地域活性化の取り組みを推進していきたいと考えています。
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うんなんコミュニティ財団 目指す地域像：資源循環によって安心していきいきと
                暮らし続けることができる地域

　０60　HUN

　複雑な社会課題に対して、解決改善の活動をする市民団体等と、人・資金・物・情報などの諸資源を結び

循環をもたらすことを通じて、当事者の意識と存在を大切にした誰もが関わることができる地域づくりを目

指しています。

■プロジェクトマップ　

　人と自然環境を軸とし、多様化、複雑化していく社会課題解決のための資源循環の仕組み

環境保全の
まちづくり

伝統文化が
つながり続ける
まちづくり

地域で安心
して学び・

暮らしができる
まちづくり

資源が循環する
まちづくり

エネルギー
地産地消の
まちづくり

地域で
いきいきと
働ける

まちづくり

O 文化継承

１PJ

M 森林保全

6PJ

N 生物多様性

5PJ

A 学習支援・啓発

5PJ(1PJ）

F 生活困窮・経済困窮（食・住居）

B 居場所づくり
（安心・休む・相談）

5PJ(4PJ)

D 情報獲得・発信

1PJ

C 場づくり
（楽しみ・発見）

3PJ

G 移動支援（車・道路）

1PJ（1PJ）
T 観光・賑わい

3PJ

１PJ

E 力の発揮・活躍

3PJ（2PJ）

L 獣害・害虫対策

H 災害前後の支援

K ゴミ発生抑制・削減

S 生業づくり

１PJ

R 就労支援・力の発揮

P エネルギーに　　
関する学びの場

Q 再生可能エネルギー推進

I 自然資源の活用

J 不動産の活用

1PJ

■アウトカム　プロジェクトによる市域へのインパクト

01コミュニティファンドの組成：約9,000万円（うち休眠7,300万円）　、資金調達チャンネル4(1)　

02社会関係資本の蓄積：コミュニティ財団設立発起人642人

寄付者数（物品寄附含）延1,952人

イベント・勉強会等の参加者数（オンライン含）延1,175人

連携団体等

勉強会　延50社・団体

コロナ応援隊　50社・団体

03地域の変化： 助成数118件(8件)

実行団体数（資金的支援）延39団体（8団体）

支援団体数（非資金的支援）延60団体（8団体）

受益者数約1万人以上 （　　　）うち休眠預金活用事業

1PJ



雲南市民

■地域総働図　ローカルアクションを支える市域の総働体制

■今後必要な活動

地域で安心して学び・暮らしができるまちづくり

A 学習支
援・啓発

B 居場所づくり
（安心・休む・相談）

D 情報獲
得・発信 E 力の発揮・活躍

F 生活困
窮・経済
困窮

（食・住居）

H 災害前
後の支援

G 移動支
援

（車・道路）

3C夢
クラブ

多文化
協議会

落合応援
地域自主
組織

清嵐荘

躍動鍋山

環境保全のまちづくり
地域でいきいきと
働けるまちづくり

I 自然資源
の活用

J 不動産
の活用

K ゴミ発生
抑制・削減

M 森林保
全

N 生物
多様性

S 生業
づくり

T 観光・
賑わい

dustbox 里山
照らし隊

マッコリ

雲南
BOUND

資源が循環するまちづくり

休眠預金活用事業の実行団体

• 2020～2023年度において「地域で安心して学び・暮らしができるまちづくり」を中心に課題解決等に取り組む実行

団体の支援や、課題として顕在化していない課題の調査等をしてきました。

• 課題に取り組む実行団体は、活動歴が短い団体ほど、組織内のキーパーソン（動機のある代表者等）がいなければ維

持が困難な状態であることが多く、活動を広げ参画者を増やしたり、他団体との連携をさらに進めていくことが必要

であると考えています。自然資源や不動産の活用等の分野は上記で取り組み団体が図示されていませんが、既に

様々な活動が実施されています。現在、市内団体と連携し、既存の活動者の方々と分野を越えた連携や事業づくりに

取り組んでいます。

• また、弊財団でも聞くことができていない当事者の声、見えていない課題もあるため、課題の可視化と参画者増加の

取り組みを継続して実施していくことが重要だと考えています。
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伝統文化が
つながり続け
るまちづくり

エネルギー
地産地消の
まちづくり

はぐ

C 場づくり
（楽しみ・
発見）

エンター

じねんに
みそ

みかた

CNCえす
ピース

フクミミ

安全基地 umi

雲南ツアー

あそびば

資源循環によって安心していきいきと 暮らし続けることができる地域
～うんなんコミュニティ財団～

いわくま

ミツバチ

烏帽子
かけ

R 就労支
援・力の
発揮

O 文化継
承

P エネルギ
ーに関する
学びの場

歴史書籍
あそびば
はっけん
ぐみ

Q 再生可
能エネル
ギー推進

賑わい市
実行委員
会

雲子ちゃ
んの会

クマアニ
なやにわ
部

RINJAK

CNC

市民団体
など
72件

L 獣害・
害虫対策



南砺幸せ未来基金 目指す地域像：自立循環共生型の未来へ

　０62　HUN

　南砺に暮らす人々が互いに支え合い、自然と共生する持続可能な循環型社会を構築するため、人と人を

つなぎ、支え合う地域力を育み、より活気ある未来の南砺へとつなげます。

■アウトカム　プロジェクトによる市域へのインパクト

■プロジェクトマップ　

（　　　）うち休眠預金活用事業

　歴史や文化、美しい自然に恵まれた地域資源を活かし、超高齢化や人口減少といった社会課題を解決す

る地域社会システムを構築します。市民が主体や活動を支える仕組みを通じ、小規模多機能自治と循環共

生型社会づくりを目指します。

            南砺らしさ

地域共生社会 持続可能性

1.社会的困難者
を支える

2.多様性を認め
合う社会づくり

3.自然環境を
守る

4.文化・芸術の
継承

5.コミュニティ
の維持・再生

6.地域資源の
活用

A 高齢者の生活・生きがい支援

B 障がい者支援
C ひきこもり支援

D 難病者支援

E 外国人支援

F 移住者支援

G 交通弱者の支援
H こどもへの支援

I 子育て世代への支援

J 新規就農者支援

K 女性活躍の支援

L 若者活躍の支援

M 生業を育てる

N 里山保全・整備

P 空き家を活用した地域活性化

Q 文化の継承と産業化

O 耕作放棄地の活用

R 防災

S 関係人口の創出T 地域への愛着醸成

文化　　　　　　【祭、工芸品、精神性（利他、お互いさま、）】
自然環境　　　【山、川、田畑】

6PJ（1PJ）

1PJ（1PJ）
1PJ（1PJ）

1PJ

1PJ（1PJ）

2PJ
8PJ（1PJ） 3PJ（2PJ）

3PJ（1PJ）

2PJ

2PJ

1PJ

2PJ

3PJ

10PJ

2PJ

3PJ14PJ

01ファンド組成：取り組みに対する支援総額：1億716万円（うち休眠9,989万円）　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資金調達チャンネル4(1)　

02寄付者：法人・団体:のべ63件（45法人・団体）、個人のべ100件（71名）　2024年1月時点

03地域のマインドチェンジ：62 PJ（８PJ）、実行団体数55団体（８団体）



南砺市民

■地域総働図　ローカルアクションを支える市域の総働体制

■今後必要な活動

A 高齢者の生活・
生きがい支援

E 外国人
支援

G 交通弱者の
支援

B 障がい
者支援

NPO法人
なんと元気

北山田地
区サロン　
ひまわりの

会

大鋸屋
地域づくり
協議会

かようまい
け館

大鋸屋地
域づくり協
議会

農事組合
法人大鋸
屋営農組
合

にほんご
広場なんと

株式会社
ガラパゴス

ジソウラボ
（イドウラボ）

東太見地域
づくり協議会

ボーイスカ
ウト南砺第
３団育成会

まなざし
なんと

NPO法人
よってカフ

ェ

子どもの
権利条例

NPO法人
利賀山川
まもる

2.多様性を認め
合う社会づくり

5.コミュニティの維持・再生

K 女性活
躍の支援

N 里山保
全・整備

L 若者活
躍の支援

なんと婦メ
イト

さわやかネ
ットワーク

なんと
fam

南砺市
山岳協会

池川散歩
道グループ

利賀ハッピー
ライフ

石黒地域づく
り協議会

五箇山三村
連合青年団

Fortune*Fi
eld（ふくの
ーと）

ユカタデダン
ス実行委員会

ふくのぶっ
くくらぶ

1.社会的
困難者を
支える

休眠預金活用事業の実行団体
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C ひきこ
もり支援

マーシ園

D 難病
者支援 H こどもへの支援

西能スポ
ーツ賞

なんとエ
ナジー

南砺市PTA
連絡協議会

一般社団法
人福野アソシ
エイツ

F 移住者
支援

なんとおせ
っ会　移住
応援団

株式会社
ツチカラ

honey 
&cotton

J 新規就農者支援

なんとのね

1.社会的困難者を支える
2.多様性を認め合う

社会づくり
3.自然環境
を守る

5.コミュニティの維持・再生

南砺市商
工会青年
部城端支
部

3.自然環境
を守る

4.文化・芸術の
継承

6.地域資源
の活用

R 防災

NPO法
人よって
カフェ

南山田
地域づく
り協議会

ゆとり

花華

M 生業
を育てる

テラまちコ
ネクト

ふくみっつ

NPO法人
PEACE
となみ野

にゃんと・
ボランティ
アネットワ
ーク

農事組合
法人　縄っ

こ

南砺建
設業協
会

平地域づく
り協議会

T 地域への愛着醸成

上平青年
団

S 関係
人口の
創出

南砺城
端サイク
リング祭
実行委
員会

五箇山
軽音楽
彩実行
委員会

一般社
団法人
城端景
観・文化
保全機
構

O 耕作
放棄地
の活用

木あそび工房

越中福光麻布
ギャラリー

道宗道の会

城端わくわく
BBA部

井波日本遺産
推進協議会

未来に繋ぐ屋
体囃子後継者
育成会

獅子舞共演会

南砺市棟方志
功まちづくり連
絡協議会

Q 文化の継承と
産業化

（一社）
Casaつ
むぐプロ
ジェクト
南砺

イナミラ
イ

平地域づく
り協議会

P 空き家を活
用した地域活

性化

やえもんや

　南砺に暮らす人々が互いに支え合い、自然と共生する持続可能な循環型社会を構築するため、
人と人をつなぎ、支え合う地域力を育み、より活気ある未来の南砺へ

自立循環共生型の未来へ
～南砺幸せ未来基金～

テラまち
コネクト

6.地域資源
の活用

I 子育て世代
への支援

• 2020～2021年度において、高齢者・障がい者・子どもを対象とした「社会的困難者を支える」分野、「多様性を認め
合う社会づくり」、子どもや子育て世代への支援、移住者支援を通じた「コミュニティの維持・再生」分野で、ソーシャル
セクターを支援してきました。

• 「地域資源の活用」や「自然環境を守る」プロジェクトが少ないため、これらの活動をする団体の案件発掘を継続して
いきます。

• 今後も引き続き休眠預金をはじめ様々な資金調達にチャレンジし、地域に必要な活動を継続的に支援し、地域の持
続性を高め、地域自治を推進していきます。
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　このプロジェクトでは、プログラムオフィサーが伴走支援を行う際に、実行団体の「覚悟」や「活動の具

体性」を評価し、それに基づいて支援の方向性を決定します。以下に、いくつかの典型的な状況に応じ

た対応を整理します。

T
Y

P
E

A

実行団体の動機から始まる支援計画

思いは強いが、具体策が弱い

このタイプは、課題解決への強い覚悟がある一方で、課題解決のための具体的な行動計画が不足してい
る場合に該当します。プログラムオフィサーは、課題を構造化し、行動に結びつけるためのサポートを重点
的に行います。
1.「覚悟」から課題の背景や本質をとにかく聞き取ります
団体の情熱や困難感を引き出し、その根本的な課題を特定します。

• インタビュー形式で具体的な体験やエピソードを収集。

• なぜこの課題に取り組むのか、その背景や動機を深掘り。

• 課題の本質がどこにあるのかを共に考えます。

2.課題を整理し、解決するために必要な要素（活動）を見つけ出します
課題を分解し、解決のために必要な活動や資源を特定します。

• 課題を細分化し、優先度の高い部分を抽出。

• 必要なスキルやリソースをリストアップ。

• 参考事例や既存の成功モデルを提示し、具体的なアイデアを提案。

3.誰が、いつ、どこでできるかを考え、決定します
実行可能な活動計画を策定し、責任者やスケジュールを具体化します。

• 活動計画を時系列で整理し、具体的なタスクに分割。

• 実施場所や対象者の選定を支援。

• 外部パートナーや既存ネットワークとの連携を促進。

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

T
Y

P
E

B思いは強いとは言い難いが、具体策が明確
////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

このタイプでは、計画自体は具体的で実行可能性が高いものの、課題解決への動機や目的意識が不十
分であるケースに該当します。
1.課題の背景や本質をとにかく聞き取ります
計画が本当に解決すべき課題に対応しているか確認。

• 計画を立てた背景や、目指す成果を明確化。

• 計画が地域や対象者のニーズにどのように応えるのかを問い直す。

• 関係者へのインタビューを通じて、計画の理解を深める。

2.ロジックモデルをつくりながら、手段と目的を明確化にします
活動が目指すべき成果と手段の整合性を高める。

• ロジックモデル（課題→活動→アウトカム→インパクト）を作成。

• 活動の直接的な成果（アウトプット）と長期的な成果（アウトカム）を整理。

• 手段が目的から逸脱しないよう、計画全体を再評価。

3.常に目的を見失わないように伴走しつつ、役割を明確化にします
計画の実行中に、目標を見失わないよう支援。

• 各活動の責任者を明確化し、進捗管理をサポート。

• 定期的な振り返りを実施し、計画の修正が必要な場合に助言。

• 団体内部での連携を促進し、共通のビジョンを持つよう働きかけ。
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T
Y

P
E

C思いは強いとは言い難く、具体策も弱い

　　　　　　　　　　　　　…ただ、気づいて下さった課題は宝石の原石
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

活動を実現するために最も重要なのは「動機」

現実は、活動タイプがこのようにきれいに分かれることはほとんどありません（笑）。

それでも、活動を実現するために最も重要なのは「動機」であると考えます。

「なぜこれをやりたいと思うのか？」その理由が明確であることが大切です。そして、やる覚悟は、この

「動機」の強さに比例します。

強い「動機」を持ち、具体的な活動計画が描けている人々は、伴走支援をそれほど必要としないでしょ

う。

一方で、プログラムオフィサーの存在意義は、タイプA、B、Cのような多様な立場にいる人々の声を丁

寧に拾い上げ、それをプロジェクトとして形にしていくことにあります。

私たちプログラムオフィサーは、「強い動機」を持つ提案が同意された資金配分団体の一員として、地

域課題の解決を目指し、現場で七転び八起きしながら共に歩み、伴走していきます。その伴走は、団体

の皆さんとともに事業計画書を作成するところから始まると考えています。

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

C B

A

活動の具体性 高い低い

覚悟

弱い

強い

このタイプでは、課題への気づきが始まったばかりで、行動計画や目的が不明確な状況です。プロ
グラムオフィサーは、課題意識を高め、可能な一歩を後押しする役割を果たします。
1.当事者と共に課題の背景や本質をとにかく聞きます
課題に対する当事者の視点を共有し、現状を正確に把握します。

• 当事者や関係者と対話し、課題に直面している具体的な状況を収集。

• 地域全体の課題感やリソースの不足状況を確認。

• 外部の支援や協力が期待できる領域を特定。

2.当事者と共に、出来ることを見つけ出します
小さな成功体験を積み重ねるための具体的な行動を決めます。

• 現場で実現可能な小さなアクションを設定。

• 他団体や専門家の事例を参考にして、活動のヒントを共有。

• 取り組みやすいプランを立案し、実行の後押しを行う。

3.課題が共有できる仲間を募りつつ、具体策の決定します
孤立を防ぎ、継続的な支援体制を整えます。

• 地域での共感を広げるイベントや共有の場を企画。

• 関係者を巻き込んで課題意識を共有。

• 実行可能なプロジェクト計画を作成し、ステップを明確化。

• 動機: 対象者や課題に向けられた外向きのエネルギー。「誰
のために」「何のために」取り組むのかという理由やきっかけ。 

• 覚悟: 自分自身が課題解決にどれだけ力を注ぐ意思がある
かを示す内向きの決意。

• 動機は、課題解決に向けた活動の「核」となるものです。動機
が強いほど、団体の覚悟や活動力が高まり、より効果的なプ
ロジェクト運営が可能になります。
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本事業の実行団体である「FCレジリエンス」の事前評価の実績をもとに、プログラムオフィサーの山口

さんと東近江FCレジリエンスの高橋さんの対話を事例として、事前評価のプロセスとその意義を整理

します。

S
T

E
P 1

事前評価のプロセスとその意義

公募段階での対話と申請準備

１．公募の説明

• 山口さんが、公募要領とロジックモデルの概要を説明します。

• 高橋さん：「なるほど、親御さんたちの声をもっと見える形にしたいと思っていたんです。それを整理
する方法があるんですね！」

２．提案書作成のサポート

• 高橋さん：「でも、提案書って難しいですね。特にアウトプットとアウトカムの違いがよくわかりません
…。」

• 山口さん：「アウトプットは『自団体がすること』、アウトカムは『対象者に起きる変化』です。この図を
参考にしてみてください。」

• 高橋さん：「この図、わかりやすい！自分でもロジックモデルを作ってみます。」
→ この対話を通じて、提案書を完成させ、申請に至りました。

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

高橋さんの課題と想い

• 高橋さん：「一見わかりにくい障害を持つ子どもたちは、普通のスポーツクラブに
行っても続かないんです。だから、そんな子たちが安心して来られるサッカーク
ラブを作りたいんです。でも、何をどうすればいいのか…。」

• 山口さん：「とにかく一度お話しましょう！(^^) 公募でこんな事業を募集してい
るので、高橋さんの考えにぴったりだと思います。」

S
T

E
P

2 採択後の課題整理と具体化

1．本当に実現したいことを確認

• 山口さん：「高橋さんが目指している本当のゴールって何ですか？」

• 高橋さん：「実は、自分のクラブだけじゃなく、どこのチームでも子どもたちが受け入れてもらえる地
域にしたいんです。」

• 山口さん：「それは素晴らしい目標ですね。でも、どうして今は受け入れが進まないのでしょうか？」

• 高橋さん：「指導者や保護者の意識の問題もあるかもしれません。現状をもっと知りたいです。」

2．アンケート調査の提案と実行

• 山口さん：「現状を知るために、指導者や保護者にアンケートを取るのはどうでしょう？」

• 高橋さん：「いいですね！でも、集計や分析は専門的で…。少し費用もかかりそうです。」

• 山口さん：「評価関連経費を活用できますよ。それを使って進めましょう！」
→ アンケートを実施し、1カ月後には結果が集まりました。

3．調査結果の活用

• 高橋さん：「保護者の声は想像以上に切実でした。ロジックモデルに、保護者が安心して暮らせる地
域を目指すという項目を加えたいです。」

• 山口さん：「ぜひ加えましょう。それを実現するためにどんな取り組みが必要かも一緒に考えましょ
う。」

→ ロジックモデルに新たな要素を追加し、活動の方向性をさらに具体化しました。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

高橋さんの新たな悩み

• 高橋さん：「評価なんてやったことがないんです。何から始めたらいいのか…。」

• 山口さん：「心配いりません。まずはお話を伺いながら一緒に考えていきましょ
う！(^^)」
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「アウトカム」の憂鬱に立ち向かう

Q: 評価は専門家がいないとできない？

A: いいえ、現場にこそ答えがあります！

• 実行団体との対話を通じて課題を深掘りします。

• 専門家と連携すれば、成果を広める表現方法がさらに洗練されます。

評価は、団体の想いや地域課題を形にする重要なプロセスです。この対話を通じて得られた知見は、理

想の地域づくりに向けた確かな一歩となります。

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

S
T

E
P

3 事前評価の基本プロセス

■事前評価とは
１．目的地を設定（目指す姿）
　どこを目指すのかを明確にします。
　どのルートを通り、どんな障害があるのかを考えます。
2．現在地の把握（スタート地点）
　現在の状況を客観的に見つめます。
3．実現に向けた指針を得る
　得られた知見を課題解決に生かします。

■成果とその影響
1．地域の意識変革
　アンケート結果を指導者や行政職員と共有し、地域全体の関心が高まりました。
　国体開催を機に、障害スポーツを本格的に検討する場が設置されました。
2．活動の広がり
　高橋さんは評価の重要性を学び、地域の他団体にも手法を共有し始めました。

■評価は「作業」ではない
　評価は単なる作業ではなく、課題解決と目標達成のための手段です。以下のような成果が期待できま
す。
1.活動の意義を広める
　見える化した成果を活用し、寄付や支援を得ることができます。
2.行政との連携強化
　政策提言につながる具体的な提案が可能になります。
3.新たな課題発見と改善
　ロジックモデルを再構築し、次のステップへ進むことがでます。

////////////////////////////////////////////////////////////////////////

高橋さんの新たな悩み

• 高橋さん：「事前評価って具体的には何をするんですか？」

• 山口さん：「簡単に言えば、長い航海の地図を作るようなものです。」
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 プログラムオフィサー（PO）は、地域が抱える多様で複雑な問題を解決するため、実行団体の想いやリ

ソースをつなぎ、活動をサポートする専門家です。本事業におけるPOの非資金的支援について、採択

前から事業終了後までの各段階で整理します。POの支援は、意識しておくべきこと（STEP0と

STEP4）と、しなければいけないこと（STEP1からSTEP3）に大別されます。

S
T

E
P

0

プログラムオフィサーの非資金的支援の内容

採択前
採択前の段階では、団体との関係性を構築し、団体の状況を深く理解することが重要です。

団体との関係性構築

• 団体のミッション、ビジョン、活動内容、課題を共有し、相互理解を深めます。

• 採択後の円滑な支援を可能にするため、信頼関係を構築します。

• 定期的な対話やミーティングを通じて、団体のニーズや期待を把握します。

団体の状況把握

• 団体の内部状況（組織体制、財務状況、過去の実績など）を確認します。

• 必要に応じて改善が求められる点を整理し、採択後の支援計画に反映します。

• 事前にリスク要因を特定し、適切な対応策を検討します。

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

S
T

E
P

2 事業実施中（事業開始3か月から事業終了半年前まで）
事業が実施段階に入ると、状況に応じた支援を提供します。

活動の実施計画策定と実行支援

• 具体的な実施計画を策定し、5W2H（Who, What, When, Where, Why, How, How 
much）を活用して計画を明確化します。

• 活動資金が不足している場合には、寄付やクラウドファンディングなどの資金調達方法を提案しま
す。

• 実施状況を定期的にモニタリングし、計画の進捗や課題を把握します。
専門家の紹介とスキル支援

• 必要に応じて専門家を紹介し、実行団体が専門的な知見を得られるよう支援します。

• たとえば、福祉事業の運営、資金管理、行政対応などの分野でプロフェッショナルなアドバイスを提
供します。

• 紹介した専門家との連携をサポートし、継続的な支援体制を構築します。

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

S
T

E
P

1 事業開始時（事業開始から3か月）
この段階では、事業を円滑に開始するための準備を整えます。

事業設計図（ロジックモデル）の再考支援

• 申請時の事業設計図を基に、「社会課題 → 活動 → 成果目標 → 将来像」を論理的に再構築しま
す。

• 事業の全体像と目指すべき成果を明確化し、実行団体が自身の活動を効果的に進められるよう支
援します。

• 必要に応じて他の事例や専門知識を提供し、設計図の精度を高めます。
活動記録方法の確認

• 指標に基づく活動記録の方法を確認します。

• 進捗測定や評価に必要なデータ収集の体制を整備します。

• 日々の活動内容を把握し、改善につなげるための記録フォーマットを提供します。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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3 評価時（事業終了半年前から事業終了まで）
評価のプロセスを通じて、事業の成果を振り返り、次に向けた改善を促します。

評価計画の作成支援

• 自己評価に必要な指標や方法を整理し、評価計画書の作成を支援します。

• 評価項目ごとに判断基準や測定方法を明確化し、実行団体が自らの活動を客観的に評価できる体

制を整備します。

評価報告書の作成支援

• 評価結果を報告書にまとめ、事業の成果や課題を正確に振り返るプロセスを支援します。

• ヒアリング調査や意見交換を通じて、内容を具体化します。

成果の可視化と広報支援

• 成果を地域に広めるための資料作成や広報活動を支援します。

• 成果をわかりやすく伝えるためのツール（パワーポイント、冊子など）の作成をサポートします。

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

S
T
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P

4 事業完了時（事業終了時）
事業完了後に向けて、団体の自立的な活動を継続的に支援します。

事業計画・収支計画の作成支援

• 持続可能な運営を目指し、事業完了後の中長期的な計画を作成する支援を行います。

事業報告会の開催支援

• 成果を共有し、次の活動につなげるための報告会を支援します。

• 他の実行団体や地域関係者との連携促進も図ります。

採択団体と繋がり続ける活動

• 団体の新たな挑戦や課題解決に向けた内容を把握します。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

事業開始時

事業実施中

事業完了時

評価時

非資金的
支援

事業開始時

事業実施中

事業完了時

評価時

非資金的
支援

地域団体とのネットワーキング

• 他団体や関係者との連携を支援し、地域資源を最大限活用するためのネットワークを構築します。

• 団体間で相互に利益をもたらす「WIN-WIN」の関係を築けるよう調整します。

事業計画の柔軟な変更対応

• 不測の事態に備え、事業計画を柔軟に見直す体制を整えます。

• 計画変更の必要性が生じた場合には、事業設計図を基に調整を行い、目標の達成を支援します。

行政との連携支援

• 行政機関との関係構築を支援し、助成金や委託事業の活用を促します。

• 必要に応じて行政担当者との協議をサポートし、連携を深めます。

規程類の整備支援

• コンプライアンス（法令順守）やガバナンス（組織管理）体制を整備します。

• 必須項目の確認書を活用し、既存規程の見直しや新規規程の作成を支援します。

• 持続可能な運営を実現するため、透明性の確保やリスク管理の強化を支援します。
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　本事業の伴走支援を通じて認識された課題とその克服方法を整理することで、今後の非資金的支援

の質を向上させます。

1

課題とその克服方法

組織運営
効果的なガバナンスの強化を促進し、運営体制の最適化を支援します。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

課題1: コミュニケーション不足による組織内の意見不一致

•  担当者と代表者間のコミュニケーション不足により、物件選定や優先事項の判断において意見が

対立。

•  この対立により、意思決定が遅れ、事業進行が停滞。

克服方法:定期的な情報共有と意思決定の共通化

•  初期段階での合意形成: プロジェクトの開始時に定期的なミーティングを設定。進捗や課題をチー

ム全体で共有し、早期に潜在的な問題を洗い出し。

•  意思決定プロセスの透明化: 重要な意思決定には担当者と代表者が共に参加し、明確なルールを

設けて統一した行動方針を確立。

課題2: 予期せぬ事態による業務の遅延

•  事業の進行中、予定していた担当者が急遽退職。これにより、推進体制の構築が遅れ、事業スケジ

ュールに影響。

克服方法:外部リソースとネットワークの活用

•  ネットワークを活用した迅速な人材確保: 資金分配団体の人的ネットワークを活用し、迅速に新たな

担当者を確保。

•  他地域の事例研究: 他地域の成功事例を視察し、協力者探しや代替策の選択肢を広げた。

課題3: 責任者交代による方針変更と現場の混乱

•  責任者交代時、事業運営方針が大幅に変更され、現場スタッフや関係者間で情報共有が不足し混

乱が発生。

克服方法:透明性のある方針変更とスムーズな引き継ぎ

•  明確な変更通知: 責任者交代時に、方針変更内容をスタッフや関係者に迅速かつ明確に共有。詳

細な計画を文書化し、全体の理解を促進。

•  引き継ぎプロセスの支援: 交代時に業務内容、進捗状況、課題の詳細な記録を残し、円滑な移行を

実現。

課題4: 意識の相違による事業進行の障害

•  担当者と代表者間で、事業目標や優先順位の認識に違いが生じ、進行がスムーズに進まない状況

が発生。

克服方法:初期段階でのコミュニケーション強化と共通目標の設定

•  初期段階でのビジョン共有: プロジェクトの目標、優先事項、スケジュールを明確にし、担当者と代

表者が同じ方向性を持つように設定。

•  定期的なフィードバック: 定例会議での意見交換を徹底し、双方の認識のずれを早期に修正する体

制を構築。

•  外部ファシリテーターの活用: 意見が分かれる場合には第三者を交えた調整を行い、効率的な意

思決定を支援。
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2 事業実施
プロジェクトの実施における助言や支援、リソースを提供します。

課題5: 進捗・精算報告の遅延

• 実行団体が契約内容や事業計画を十分に理解しておらず、進捗報告や精算報告に齟齬が発生。ト

ラブル対応が遅れる事態が発生。

克服方法:打ち合わせ頻度の増加

• 事前確認の強化: 契約内容や事業計画を初期段階で詳細に確認し、必要な支援を適切に提供。

• 定期的な進捗確認: 月次の打ち合わせを増加させ、現状を把握する機会を設ける。課題発見と対応

策の立案を迅速に行える仕組みを構築。

• 理解促進のための資料提供: 報告方法や精算手続きに関する詳細なマニュアルを提供し、理解を

深める。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

4 広報・ファンドレイジング
効果的なコミュニケーションを支援し、資金調達の機会を増やします。

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

事業実施

社会的

インパクト

評価

組織運営

広報・

ファンド

レイジング

非資金的
支援

事業実施

社会的

インパクト

評価

組織運営

広報・

ファンド

レイジング

非資金的
支援

3 社会的インパクト評価
ロジックモデルや評価を活用しなら事業成果の最大化を支援します。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

課題6: チーム内での目標設定と合意形成の不足

• 事業初期に具体的な目標設定やメンバー間の合意形成が不十分だったため、計画途中で軌道修正

が必要となった。

克服方法:事前評価の充実とチームビルディングの強化

• 事前評価の実施: 初期段階で詳細な状況分析を行い、リスクや目標を明確化。

• 目標設定ワークショップ: メンバー全員が共通の目標を理解し、具体的な役割を認識する場を提供。

• チームビルディング活動: メンバー間の信頼関係を強化し、意思疎通をスムーズにするための活動を

実施。

課題7: 資材高騰による整備費の不足

• 拠点施設の整備費用を自己資金、助成金、融資、クラウドファンディングで調達中に、資材高騰が発

生。不足分の資金調達が課題となった。

克服方法:寄付支援の展開

• 地域住民への啓発活動: 拠点施設完成後のメリットを地域住民に具体的に説明し、共感を得て寄付

を呼びかける。

• 資金分配団体のネットワーク活用: 地域外からの支援者を広げるために、人的ネットワークを最大限

活用。

• 多様なファンドレイジング手法の導入: 寄付キャンペーンやイベントを実施し、参加型の資金調達方

法を展開。
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　地域課題を解決するためには、さまざまなステークホルダーが応援し合う「総働体制」を築くことが重

要です。以下に、現場の具体例とともにそのポイントを解説します。

1

総働体制づくりのポイント

多様なステークホルダーによる組織構築
////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

地域課題解決に向けては、多様な立場のステークホルダーを巻き込むことが必要です。この取り組みで

は以下の工夫が求められます。

• 異なる視点を取り入れる組織体制

東近江では、理事会や評議委員会、監事に行政、地域企業、金融機関、民間公益団体、学術機関な

どが参加しています。この多様性が、組織の総合力を高めています。

一方、雲南市では、シェアオフィスでの雑談や定例会議など、日常的な接点を通じて課題を共有す

る仕組みを活用しています。

• 共通の目標と方向性の共有

目標を最初に明確化し、関係者全員で共有することが重要です。これにより、関係者全体の足並み

が揃い、持続的な協力体制が生まれます。

• 外部の視点やリソースの活用

南砺では、外部の人材を審査員やコンサルタントとして招き入れることで、組織内に閉じない柔軟な

支援を実現しています。

2 地域に根ざした課題発掘と解決のつながりづくり
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

地域課題は、住民や関係者との対話を通じて自然に発見されるものです。

• 現場との接触を重視

東近江では、実行団体の活動拠点を定期訪問し、住民の声を直接拾い上げています。その結果、社

会的な孤立という課題が明らかになり、迅速な支援につながりました。

• 仮説を立てた課題解決アプローチ

雲南では、住民との対話を通じて仮説を立て、それを検証する形で課題解決に取り組んでいます。

このプロセスは、課題を明確化するだけでなく、住民と共通言語を持つことにも寄与します。

• 課題に気づかない人々へのアプローチ

イベントや会議に参加しない人々とのつながりを築くことも重要です。日常生活に寄り添う形で接点

を持つことで、より広範な課題を把握できます。
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3 伴走支援による協力関係の強化

地域の課題やニーズが複雑化する中、伴走型の支援が重要な役割を果たします。

• 伴走支援の具体例

南砺では、地元企業と農業従事者が協力する場を作る際、資金分配団体が伴走支援を提供しまし

た。この支援により、困難の一つ一つが解消され、参加者間の信頼関係が強化されました。

• 小さな成功体験の積み重ね

雲南では、課題や目標が適切かを事前に評価しながら、成功体験を共有しています。これにより、連

携がさらに深まります。

• 試行錯誤のプロセスを受け入れる

課題解決が難航する場合でも、1（組織構築）や2（課題発掘）に戻りつつ、解決策を模索する柔軟性

が求められます。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

4 共通課題を基盤としたコレクティブインパクトの推進

小規模な成功が、大きな成果につながる鍵です。

• 小さな協働から始める

雲南では、小規模な環境イベントをきっかけに、行政と市民団体の連携が深まりました。このような

取り組みを積み重ねることで、大規模なプロジェクトへと発展させることができます。

• 持続的な交流の場づくり

日常的に交流を深める仕組みを整えることが、単なる会議体を超えた協働の場を実現します。

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

5  継続的なモニタリングと柔軟な対応

活動の進捗を定期的に確認し、現場の声を活かす仕組みが重要です。

• 非公式な場での意見交換

雲南では、非公式な集まりや定例会議を通じて、自由な意見交換が行われています。これにより、現

場の課題に即応する柔軟な対応が可能となりました。

• 柔軟性のある対応体制

定型化された手法にとらわれず、状況に応じた対応が信頼を高めます。ただし、対応する個人や組

織の能力も重要な要素となります。

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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6 新しい担い手の発掘と継続的な支援
////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

次世代の担い手を育成し、持続可能な体制をつくることが必要です。

• 若手の巻き込み

南砺では、新規の若手メンバーを地域活動に参加させる取り組みが進められています。これにより、

新しい視点や活力が地域に加わります。

• 活動者が過度に負担を感じないような仕組み

雲南では、活動者が過度に負担を感じないよう、役割分担や支援内容を明確化しています。この仕

組みにより、活動の継続性が担保されます。

全体的な考察
/////////////////////////////////

これらのポイントは、順番に進めるものではなく、状況に応じて行き来するプロセスです。たとえば、伴走

支援で得たつながりを活かし、課題発掘に戻るといった柔軟な対応が求められます。また、新しい担い手

を巻き込みながら、活動を継続する仕組みを整えることが、地域の総働体制をより持続可能なものにして

いきます。



インプット

プログラムオフィサー

　東近江三方よし基金：山口美知子、西村俊昭

　うんなんコミュニティ財団:石原尚実、坂本逸志、守岡利栄 、平井千夏

　南砺幸せ未来基金：南眞司、吉野玄暉、山道修平、浦井啓子

　日本民間公益活動連携機構:安達空、菊地俊孝

事務局

　東近江三方よし基金：山口美知子

　うんなんコミュニティ財団：石原尚実 

　南砺幸せ未来基金：浦井啓子

　経　費

　本事業を実施するためにインプットされた主な経費、人材は次のとおりです。

　人　材
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単位：円

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 合計 うち助成金

特定非営利活動法人喜里 -                26,143,170  800,000      1,508,600    28,451,770   21,000,000   

お産&子育てを支える会 3,040          3,609,370    3,472,938    3,864,652    10,950,000   10,450,000   

一般社団法人ぐるり -                12,840,000  5,069,000    931,000       18,840,000   18,600,000   

特定非営利活動法人まちづくりネッ

ト東近江
-                2,562,803    1,135,596    6,008,601    9,707,000     8,505,000     

東近江FCレジリエンス -                2,330,292    1,538,874    475,834      4,345,000     4,295,000     

躍動と安らぎの里づくり鍋山 -                4,163,739    2,238,929    1,977,332    8,380,000     7,980,000     

一般社団法人umi -                2,814,002    2,955,047    158,928       5,927,977     5,474,400     

あそびばキッチン実行委員会 -                2,798,047    3,869,664    6,954,789    13,622,500   12,782,500   

株式会社CNC -                7,290,551    8,179,504    3,450,269    18,920,324   15,725,600   

農事組合法人大鋸屋営農組合 -                7,291,619    3,663,681    7,189,700    18,145,000    14,802,400   

特定非営利活動法人よってカフェ -                5,338,300    8,342,898    12,196,202  25,877,400   20,532,000   

一般社団法人福野アソシエイツ -                -                1,808,783    9,488,819    15,658,800   13,618,800   

東近江三方よし基金 162,450       4,143,982    6,817,915    11,973,653  23,098,000   22,498,000   

うんなんコミュニティ財団 1,155,468    4,529,345    4,901,827    7,845,360    18,432,000   18,032,000   

南砺幸せ未来基金 246,972      2,204,615    2,999,867    16,013,546  21,465,000   20,965,000   

参考資料：2025.1.31時点の月次精算報告

うち助成金：実行団体、資金分配団体：確定前

資金分配団体合計：資金計画値（管理的経費＋PO関連経費＋資金分配団体評価関連経費＋管理的経費自己資金)

資金分配団体2024年度：合計－（2021～2023年度）

実

行

団

体

資

金

分

配

団

体

団体名
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 最後に本事業によるプログラムオフィサー（PO）の変化を整理します。

プログラムオフィサーの変化

東近江三方よし基金：山口美知子
今回サポートさせて頂いた実行団体は、私たちが想像していたよりも様々な対象者を
想定して活動してくださいました。「そんなところに見えない壁があったのか。」とショッ
クを受けるのもいつものこと。しかし、今回の事業では、「地域とつなぐ」ということをお
願いしたところ、見事に違うテーマに取り組む皆さんが緩やかにつながり、知り合ってく
ださいました。課題はなくならない、だけど何があっても大丈夫と言える地域に！とい
う話が皆さんと出来たことが大きな気づきでした。

東近江三方よし基金：西村俊昭
本事業を通じて、実行団体から多くの学びを得ました。
そのひとつを共有します。「弱さの強さ」という視点です。伴走支援する喜里は、自分た
ちだけでは対象者を支えきれないからこそ、周囲に「助けてほしい」と伝え、応援の輪
を広げていました。この姿勢が、地域総働を生み出し、より持続可能な応援につながる
ことを示していました。「すべてを抱え込まないこと」も、応援のあり方として重要だと学
びました。このこと通じて、「弱さの強さ」という視点の大切さを認識し、今後の支援活
動に生かしていきます。

うんなんコミュニティ財団:石原尚実
市域のコミュニティ財団が資源循環をもたらすことで、地域の課題の当事者支援やそ
の周りの方への支援が、休眠事業後も継続して（直接及び間接的に）できる、重要な役
割を担っていることを再認識しました。また、事業が当事者の課題解決に本当に繋がっ
ているか、不足していることは何か、どのような変化を起こしたいのか等をより考える
ようになりました。まだまだ地域で見えていない部分が多くあるので、小さな声・ことを
気にする人でありたいと思います。

うんなんコミュニティ財団:守岡利栄
コンソーシアム組成の実行団体に伴走した私が、実行団体のみなさんにしたことはただ
一つ、「こんな地域にしたいってどういうこと？目指す地域像ってどういうこと？ハッピ
ーになって欲しい人はどんな人？」を問い続けたこと。問われた皆さんはきっと「また
か」と、うんざりすることも多かったことでしょう。それを重ねることで、私自身、社会課
題への理解、地域内の様々なステークホルダーの存在への理解が深まっていきまし
た。課題の当事者のみなさんの存在、実行団体のみなさんの活動は、私の気づきの源
です。感謝。

うんなんコミュニティ財団:坂本逸志
事業について教えて頂く時、いつも感じる事業や団体の「すごいところ」。強い想いを
持つ団体さんだからこそ認識し難い価値があることに気付き、とにかく「すごい」を伝え
るようにしました。学生、地域、行政それぞれの視座共有にも役立ったよう感じます。
支援業務においてはいくつかの失敗から「過不足ない期待と不安」を意識して業務を
遂行するようになりました。何においても密なコミュニケーションと客観的な整理という
のは伴走支援において重要だと感じています。

うんなんコミュニティ財団：平井千夏
対象とする課題や人を見つめ、目指す地域像を思慮する中で、①課題を「難しいね」で
終わらせず、変化を求め行動し続けること。実行団体と対話を重ねる中で、②言葉を
意味するまま捉えず、背景を精査し考察すること、③疑問を個人で抱え持ち帰らず、関
係者に共有・投げかけること。上記3点の重要性の認知・行動力が変化しました。対象
物をいかに自分事として捉え、まずは自分が変わることを意識することが社会全体の
幸福度の向上に繋がることを再認識しました。



南砺幸せ未来基金：南眞司
実行団体が見出した「集落営農組織の危機」という社会課題に伴走するため専門外の
農業を学習し、実行団体が農業を営む中山間地の現状と課題も確認した。少子化人
口減少と高齢化が著しい集落で、高齢農業者が協力して営農を担い農景観や自然環
境を守り地域コミュニティ維持に寄与していた。実行団体の課題感とPOが感じた地域
コミュニティの再生を丁寧に議論し、より高い動機に引き上げ事業に取組んだ。信頼関
係のもと社会課題解決に歩める素晴らしさを再確認した。

南砺幸せ未来基金：山道修平
空き家をリノベーションし保育のできるスペースを造るという、シンプルな課題がこれ
ほどまでに困難なことであるとは予想外であった。認可外とはいえ保育施設の開設に
伴う公的機関との連携やあらゆるリスクを想定した運営維持のためのマニュアル作
成、なにより対象となる親子との繋がりの難しさや預かりに欠かせない保育士さんの繋
がりなど何もかも初めての経験で、伴走支援というより自分自身の勉強の場の連続で
あった。

南砺幸せ未来基金：浦井啓子
休眠預金事業を通じて地域の中にある様々な課題に気づかせてもらうことができまし
た。何気なく生活している中で通り過ぎてしまっていたこと、自分だけでは気づけない
ことがたくさんあります。困っている人や、地域課題を抱える人々が見ている≪課題や
困り感≫をみる「視点」を得ることができたのが一番の学びであり価値だと思います。
見えたものや気がついてしまったことを気づいてなかった時のように戻すことはできま
せん。地域のために、目の前の人のためにと頑張る団体さんたちとともに、温かく素敵
な地域をつくっていきたいと思います。

日本民間公益活動連携機構(JANPIA) ：安達空
「誰もが他人のことを自分ごとに思い支え合える社会」は素晴らしいと感じる一方、漠
然とした理解でした。この事業での、難病応援センター開設をはじめとした様々な取組
みを通じて、どの課題も実は自分の身近であることを知りました。また、日々の暮らし
の中で、「ちょっと」声をかける・話す、といった、この何気ない「ちょっと」に自分も支えら
れていることに気づき、自分でもできるかもと感じて、自分の地域でのローカルアクシ
ョンに一歩踏み出せました。

日本民間公益活動連携機構 (JANPIA)：菊地俊孝
私はこの事業で、事業活動している場面においては「人と人との関係性は常に変化を
して動いている」という事を強く感じました。当初の計画や想いがあり事業を進めてい
ますが、その活動や学び合いを通じて、当事者、関係者等のそれぞれの立場での考え
を取り入れ、解釈し、理解することで自分の想いがブラッシュアップされていく感覚を
強く持ったのがとても印象的です。時に考えの違いもあるなかで常に変化に柔軟であ
りたいと感じさせてもらえた事がとても印象的です。

南砺幸せ未来基金：吉野玄暉
事業終了後も共に地域を考え、創っていく仲間となるような団体さんとの関係性の構
築が重要だと感じました。人口減少・高齢化が進む地方で、どう協力し、どう地域を考
え、課題と向き合うのか。
皆で考え、対話をする中で少しずつ関係性が構築されていき、その上で団体さんが活
動をされ、応援されながら少しずつ担い手として育っていくと思います。
この時間のかかるプロセスを大切にしながら、日々小さな声を聴き、仲間と共に地域を
考え、創っていきたいと思います。
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